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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１４Ｃ同位体を含有する炭化水素混合物であって、該炭化水素混合物に存在する炭化水
素の総量に基づいて、
（ａ）５５～８０重量％の直鎖状Ｃ１１炭化水素、および
（ｂ）２０～４５重量％の直鎖状Ｃ１３炭化水素または直鎖状Ｃ１５炭化水素
を含有し、炭化水素の総量に基づいて０～５重量％の分枝状炭化水素を含有する、化粧品
において使用される炭化水素混合物。 
【請求項２】
　炭化水素混合物が、炭化水素混合物に存在する炭化水素の総量に基づいて、１重量％以
下の分枝状炭化水素を含有する、請求項１に記載の炭化水素混合物。
【請求項３】
　（ａ）直鎖状C１１炭化水素および（ｂ）直鎖状C１３炭化水素または直鎖状Ｃ１５炭化
水素が、炭化水素混合物に存在する炭化水素の総量に基づいて、少なくとも８０重量％を
構成する、請求項１または２に記載の炭化水素混合物。
【請求項４】
　さらに、直鎖状Ｃ１７、Ｃ１９、Ｃ２１およびＣ２３炭化水素およびそれらの混合物か
らなる群から選択される少なくとも１つの直鎖状炭化水素を含む、請求項１～３のいずれ
かに記載の炭化水素混合物。
【請求項５】
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　（ｂ）の炭化水素が直鎖状Ｃ１５炭化水素であり、さらに直鎖状Ｃ１７炭化水素を含有
する、請求項１～４のいずれかに記載の炭化水素混合物。
【請求項６】
　さらに、直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素を含有する、請求項１～５のいずれ
かに記載の炭化水素混合物。
【請求項７】
　さらに少なくとも１つの直鎖状Ｃ２１炭化水素を含有する、請求項６に記載の炭化水素
混合物。
【請求項８】
　化粧品における油体および／または分散剤としての、請求項１～７のいずれかに記載の
炭化水素混合物の使用。
【請求項９】
　０．１～８０重量％の請求項１～７のいずれかに記載の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合
物を含有する化粧品。
【請求項１０】
　少なくとも１つの制汗／脱臭活性成分を含有する、請求項９に記載の化粧品。
【請求項１１】
　少なくとも１つの乳化剤および／または界面活性剤および／またはワックス成分および
／またはポリマーおよび／またはさらなる油体を含有する、請求項９または１０に記載の
化粧品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１４Ｃ同位体を含有する炭化水素混合物、化粧品および／または医薬品製剤
におけるその使用、ならびに１４Ｃ同位体を含有する炭化水素混合物を含有する化粧品お
よび／または医薬品製剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　「ライトエモリエント」として知られている感覚的に軽い油体は、化粧品業界によって
多くの製剤に使用されている。多数の「ライト」成分として既知の成分が、特に、装飾用
化粧品およびケア製剤に使用されている。これらの成分は例えば、揮発性環状シリコーン
（例えばシクロペンタシロキサンまたはシクロメチコン）あるいは石油化学プロセス由来
の炭化水素であり得る。該炭化水素は、その製造方法故に、主に、（例えばイソドデカン
の場合のように）引火点が５０℃を下回り得る直鎖、環状および分枝炭化水素の混合物で
ある。このような製剤の例および応用に関する記述は、例えば、「Handbook of Cosmetic
 Science and Technology」, A Barel, M. Paye, H. Maibach, Marcel Dekker Inc. 2001
のような一般的な著作物に見られる。しかしながら、毒物学的理由および安全性の理由か
ら、このような製剤のための代替原料に対する要求が将来的には存在するであろう。
【０００３】
　「鉱油」の名称の下、化粧品および医薬品製剤において使用される物質は、鉱物原料（
鉱油、褐炭および無鉛炭）から得られる液状蒸留生成物を含み、また原則として、直鎖、
環状および／または分枝状構造を有する一般的な炭化水素の混合物からなる。しかしなが
ら、これらの炭化水素混合物は、化粧品原料における需要に応じる前に、複雑な方法で精
製し、化学修飾されなければならない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】A Barel、M. Paye、H. Maibach著、「Handbook of Cosmetic Science a
nd Technology」、Marcel Dekker Inc.、2001年
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、生態学的および毒物学的に議論を生じない代替原料を見出すことであ
った。特に、複雑な精製工程なしで化粧品または医薬品製剤に直接使用し得る原料を提供
することは興味深いものであった。これらの原料は、好ましくは、再生可能な原料に基づ
いて得られるべきである。これらの原料は、適用に関する制限なしに、典型的な化粧品お
よび／または医薬品製剤に直接的に使用し得るべきである。さらに、該原料は、先行技術
の炭化水素混合物より向上した感覚特性を有しているべきであり、これらの原料がより良
好な皮膚親和性を有していることも望ましい。特に、製剤に関する可能な用途または感覚
特性が、シリコーン油、特に、例えばジメチコンのような低粘度シリコーン油に相当する
原料を提供することは興味深いものであった。とりわけ、シリコーン油の代替として適当
な原料を提供することは望ましかった。さらに、先行技術の原料に比べて、改善されたＣ
Ｏ２バランスを有する原料を提供することは興味深かった。
【０００６】
　さらなる課題は、ＡＰ／Ｄｅｏ（制汗／脱臭）活性成分を含有する安定な製剤を可能と
する原料を提供することであった。制汗剤／脱臭剤カテゴリーの化粧品製剤、特にいわゆ
る「スティック製剤」は、化粧品基材の不十分な安定性の課題を、今もなお有している。
「スティック製剤」の不利な点は、貯蔵中に匂いの変化が生じることである。したがって
、本発明のさらなる課題は、制汗または脱臭製剤を可能とする原料を提供すること、特に
、「スティック製剤」の制汗または脱臭製剤を安定な状態で提供できる原料を提供するこ
とである。これらの製剤は、特に、長期保存の間に、いかなる好ましくない臭気の発達を
も示すべきでない。さらなる課題は、感覚的に「軽い」印象を有し、同時に、可能な限り
皮膚親和性が改善された、特にＵＶ光防護フィルターとの組み合わせにおける、およびセ
ルフタンニング剤との組み合わせにおける皮膚親和性が改善された原料を提供することで
あった。中でも特に興味深いのは、装飾用化粧品製剤において感覚的に有利な印象を可能
にする新しい原料の提供である。適用する箇所（特に顔および手）のために、例えば口紅
、アイシャドー、マスカラ、マニキュア液等の装飾用の製剤における感覚特性、特に揮発
性に関して、これらの製品が「重い」印象を与えないように、さらなる要求がなされる。
さらに、これらの製品においては、顔料の良好な分散性が望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する１４

Ｃ同位体含有炭化水素混合物を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　用語「２つの異なる炭化水素」とは、異なる炭素数を有する炭化水素をいう。
　用語「炭素数」は、炭化水素中に存在する全ての炭素原子を包含する。したがって、例
えば、ウンデカンに対しては１１、トリデカンに対しては１３である。
【０００９】
　これは、炭化水素混合物が炭素数ｎ（ｎ＝整数）の炭化水素を含有する場合、該混合物
が、ｎ＋２以上またはｎ－２以下の炭素数を有する少なくとも１つのさらなる炭化水素を
含有することを意味する。
　ｎは、好ましくは、奇数、特に７、９、１１、１３、１５、１７、１９、２１および／
または２３である。
【００１０】
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が２異なる少なくとも２つの炭化水素を含有する
１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。本発明のこの実施態様において、炭化水素混
合物は、炭素数ｎの炭化水素に加えて、炭素数ｎ＋２の少なくとも１つの炭化水素を含有
する。
【００１１】
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　好ましい実施態様において、炭化水素混合物に存在する炭化水素は、１０個以下の炭素
原子、好ましくは８個以下の炭素原子、特に６個以下の炭素原子、好ましくは４個以下の
炭素原子により異なる。
【００１２】
　さらに、本発明は、炭素数ｎの炭化水素、および炭素数ｎ＋２および／またはｎ＋４お
よび／またはｎ＋６および／またはｎ＋８および／またはｎ＋１０の少なくとも１つの炭
化水素を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物を含んでなる。
【００１３】
　炭化水素は、７～２３個の炭素原子、好ましくは１１～２１個の炭素原子を有する炭化
水素の群から好ましくは選択される。
【００１４】
　炭化水素は、炭素および水素のみから成る有機化合物をいう。炭化水素には、環状およ
び非環状（＝脂肪族）化合物のいずれもが含まれる。炭化水素には、飽和および単不飽和
または多不飽和化合物のいずれもが含まれる。該炭化水素は、直鎖状または分枝状であっ
てよい。炭化水素中の炭素数により、炭化水素は奇数炭化水素（例えば、ノナン、ウンデ
カン、トリデカン）または偶数炭化水素（例えば、オクタン、ドデカン、テトラデカン）
に分類し得る。分枝状により、炭化水素は直鎖状（＝非分枝状）または分枝状炭化水素に
分類し得る。飽和脂肪族炭化水素は、パラフィンとも称される。
【００１５】
　本発明の「炭化水素混合物」は、炭化水素以外の物質の含有量が１０重量％までの炭化
水素混合物を意味すると理解される。炭化水素の割合は、それぞれ混合物中に存在する炭
化水素の総量に基づく。１０重量％まで存在する非炭化水素は、この計算において考慮さ
れない。
【００１６】
　本発明の炭化水素混合物中に、１０重量％まで、特に８重量％まで、好ましくは５重量
％まで存在してよい炭化水素以外の物質は、例えば、未変性反応物質として炭化水素混合
物中に残存する脂肪アルコールである。
【００１７】
　用語「ＣＸ炭化水素」は、炭素数Ｘの炭化水素が包含される；例えば、用語「Ｃ１１炭
化水素」は、炭素数１１の全ての炭化水素を包含する。
　パラメーター「炭化水素の総量」には、炭素数に関係なく、該混合物に存在する全ての
炭化水素が含まれる。
【００１８】
　用語「核種」は、核中の陽子および中性子の数により、すなわち、原子番号および質量
数（中性子の数＝質量数－原子番号）により特徴付けられる原子のタイプ（原子は電子殻
を含んでいる）をいう。同位体は、同じ原子番号（＝核電荷、陽子数）であるが、核中に
存在する中性子の数が異なり、このため質量数（＝核子数、原子核に存在する核（陽子お
よび中性子）の数）が異なる。質量の他に、同位体は、核運動量（核スピン）、磁気モー
メントおよび電気四重極モーメントも異なる。
【００１９】
　同位体の指定を明らかにするために、一般的に核に対する表記が使用される：Ａ

ＺＸ（
Ｘ＝元素記号、Ａ＝質量、Ｚ＝核電荷）；したがって、炭素の安定した同位体に対しては
１２

６Ｃが使用され、または代りに、表記１２ＣまたはＣ－１２が使用される。
【００２０】
　元素炭素は、合計２つの安定な同位体（１２Ｃおよび１３Ｃ）を有する。自然界には、
９８．９％の１２Ｃおよび１．１％の１３Ｃが存在する。これらの２つの安定な同位体に
加えて、多くの不安定な同位体も存在する。最もよく知られている不安定な同位体は、５
７３０年の半減期をもつ１４Ｃである。１４Ｃは、大気中の１４Ｎから自然な核反応によ
り形成される：地球は、絶えず宇宙線にさらされており；この宇宙線が地球大気圏の最上
層にぶつかる時、自由中性子を形成する。これらは、下層大気において空気の約８０％を
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構成する窒素と順に反応する。これは、下記の反応を伴う：
　１４Ｎ　＋　１ｎ　→　１４Ｃ　＋　１ｐ
【００２１】
　質量数１４（７個の中性子、７個の陽子）である窒素原子の核は、１つの中性子を取り
込む。１つの陽子を放出し、窒素原子は放射性炭素同位体１４Ｃ（８個の中性子、６個の
陽子）を形成する。すなわち質量数は同じままである。これに対して、１２Ｃは６個の中
性子および６個の陽子を有し、すなわち、１２Ｃは１４Ｃより軽い。
【００２２】
　大気中で生じた１４Ｃは、存在する酸素と結合し、二酸化炭素を形成する。植物の光合
成の結果、その後１４Ｃは生物圏に入る。生物は、代謝する際に大気と炭素を絶えず交換
しているため、大気中に存在するのと同様に３つの同位体（１２Ｃ－１２、１３Ｃ－１２
および１４Ｃ）の分布比が生体において確立される：生体は、１０１２個の安定な１２Ｃ
および１３Ｃあたり約１．２個の放射性１４Ｃ同位体を含有する。
　炭素がこのサイクルから取り除かれる（すなわち、化石になる）場合、分解する１４Ｃ
同位体は、新しいものには取り替わらないため、１４Ｃと１２Ｃとの間の比率は変化する
。
【００２３】
　化石燃料、例えば鉱油、天然ガスまたは石炭は、１００万年以上前に形成された。すな
わち、もともと存在する１４Ｃ同位体は分解され、新しい１４Ｃ同位体は吸収されないた
め、これらの燃料はもはや１４Ｃを含有していない。したがって、化石資源から生じた炭
化水素は、いかなる１４Ｃ同位体をも含有しない。
【００２４】
　本発明は、１４Ｃ同位体を含有する炭化水素混合物を提供する。
　本発明の炭化水素混合物は、少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する。本発明は、
少なくとも１つの炭化水素が１４Ｃ同位体を含有する；好ましくは２つの異なる炭化水素
が１４Ｃ同位体を含有する炭化水素混合物に関する。本発明の好ましい実施態様において
、炭化水素混合物中に存在する全ての炭化水素は、１４Ｃ同位体を含有する。
【００２５】
　説明するために：本発明の炭化水素混合物が、ｎ－ウンデカンおよびｎ－トリデカンを
含有する場合、少なくとも１つの炭化水素は１４Ｃ同位体を含有しなければならない。す
なわち、ｎ－ウンデカンまたはｎ－トリデカンのいずれかの炭化水素が、好ましくはいず
れの炭化水素も１４Ｃ同位体を含有する。
【００２６】
　本発明の好ましい実施態様において、１２Ｃ同位体に対する１４Ｃ同位体の割合は、１
×１０－１６以上、特に１×１０－１５以上、好ましくは７．５×１０－１４以上、好ま
しくは１．５×１０－１３以上、特に３×１０－１３以上、好ましくは６×１０－１３～
１．２×１０－１２の範囲内である。この参照パラメーターは、炭化水素混合物に存在す
る全ての炭化水素である。
【００２７】
　試料の１４Ｃ含量は、液体シンチレーションスペクトロメータにおいて、計数管中の分
解する１４Ｃ同位体を集計する（リビー計数管法）ことにより、または加速器質量分析に
より測定することができる。加速器質量分析（略：ＡＭＳ）は、核物理分析法を用いて、
非常に少量の試料中（ミリグラム範囲）の１４Ｃ同位体を、ｐｐｔ～ｐｐｑの範囲（１０
－１２～１０－１６）で検出できる。
【００２８】
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ炭化水素の総量に基づいて、５０重量％以下、特に２０重量％以下、
特に１０重量％以下、好ましくは８重量％以下、好ましくは５重量％以下、好ましくは３
重量％以下、好ましくは２重量％以下、特に１重量％以下の分枝状炭化水素を含有する、
１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
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【００２９】
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ炭化水素の総量に基づいて、２０重量％以下、特に１０重量％以下、
好ましくは８重量％以下、好ましくは５重量％以下、好ましくは３重量％以下、好ましく
は２重量％以下、特に１重量％以下の芳香族炭化水素を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化
水素混合物に関する。本発明の好ましい実施態様において、炭化水素混合物は、炭化水素
の総量に基づいて、０．１重量％以下、特に０．０１重量％以下、特に０．００１重量％
以下の芳香族炭化水素を含有する。
【００３０】
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ炭化水素の総量に基づいて、５０重量％以下、特に２０重量％以下、
特に１０重量％以下、好ましくは８重量％以下、好ましくは５重量％以下、好ましくは３
重量％以下、好ましくは２重量％以下、特に１重量％以下の不飽和炭化水素を含有する、
１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。本発明の好ましい実施態様において、炭化水
素混合物は、炭化水素の総量に基づいて、０．１重量％以下、特に０．０１重量％以下、
特に０．００１重量％以下の不飽和炭化水素を含有する。
【００３１】
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ炭化水素の総量に基づいて、２０重量％以下、特に１５重量％以下、
特に１０重量％以下、好ましくは９重量％以下、好ましくは８重量％以下、好ましくは５
重量％以下の偶数炭化水素を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００３２】
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、２つの異なる炭化水素が、炭化水素の総量に基づいて、少なくとも５０重
量％、好ましくは少なくとも６０重量％、好ましくは少なくとも７０重量％、好ましくは
少なくとも８０重量％、好ましくは少なくとも９０重量％を構成する、１４Ｃ同位体含有
炭化水素混合物に関する。
【００３３】
　これらの２つの異なる炭化水素が、炭素数が２異なる炭化水素である場合が好ましい。
言い換えると、本発明の炭化水素混合物の好ましい実施態様において、炭化水素の総量に
基づいて、少なくとも５０重量％、好ましくは少なくとも６０重量％、好ましくは少なく
とも７０重量％、好ましくは少なくとも８０重量％、好ましくは少なくとも９０重量％が
、炭素数ｎの炭化水素および炭素数ｎ＋２の炭化水素からなる。
【００３４】
〔直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素を含有する炭化水素混合物〕
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素を含有する、１４Ｃ同位体
含有炭化水素混合物に関する。直鎖状Ｃ１１炭化水素は、好ましくはｎ－ウンデカンであ
る。直鎖状Ｃ１３炭化水素は、好ましくはｎ－トリデカンである。本発明の好ましい実施
態様において、本発明の炭化水素混合物は、直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素、
および、Ｃ１２、Ｃ１５、Ｃ１６、Ｃ１７、Ｃ１８、Ｃ１９、Ｃ２０、Ｃ２１およびＣ２
３炭化水素からなる群から選択される、好ましくはＣ１５、Ｃ１７、Ｃ１９、Ｃ２１およ
びＣ２３炭化水素からなる群から選択される少なくとも１つのさらなる直鎖状炭化水素を
含有する。直鎖状飽和炭化水素が好ましい。好適な直鎖状Ｃ１５炭化水素は、ｎ－ペンタ
デカンである；好適な直鎖状Ｃ１７炭化水素は、ｎ－ヘプタデカンである；好適な直鎖状
Ｃ１９炭化水素は、ｎ－ノナデカンである。
【００３５】
　本発明の好ましい実施態様において、本発明の炭化水素混合物は、直鎖状Ｃ１１および
直鎖状Ｃ１３炭化水素、および少なくとも１つの直鎖状Ｃ１５炭化水素および／または直
鎖状Ｃ１７炭化水素を含有する。好適な直鎖状Ｃ１５炭化水素はｎ－ペンタデカンである
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；好適な直鎖状Ｃ１７炭化水素は、ｎ－ヘプタデカンである。
【００３６】
　本発明の１つの実施態様は、炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５０～９０重量％の直鎖状Ｃ－１１炭化水素、好ましくはｎ－ウンデカン
（ｂ）１０～５０重量％の直鎖状Ｃ－１３炭化水素、好ましくはｎ－トリデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００３７】
　炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５５～８０重量％、特に６０～７５重量％、特に６５～７０重量％の直鎖状Ｃ１１
炭化水素、好ましくはｎ－ウンデカン
（ｂ）２０～４５重量％、特に２４～４０重量％、特に２４～３０重量％の直鎖状Ｃ１３
炭化水素、好ましくはｎ－トリデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物が特に好ましい。
【００３８】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素の総量が、炭
化水素の総量に基づいて、７０重量％以上、特に８０重量％以上、好ましくは９０重量％
以上、より好ましくは９５重量％以上、特に９９重量％以上であることを特徴とする１４

Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。本発明の好ましい実施態様において、直鎖状Ｃ１
３炭化水素に対する直鎖状Ｃ１１炭化水素の重量比は、１．５～３．５である。
【００３９】
　直鎖状Ｃ１１および／または直鎖状Ｃ１３炭化水素が飽和炭化水素である；好ましくは
直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素のいずれもが飽和炭化水素（ｎ－ウンデカンお
よびｎ－トリデカン）である、本発明の炭化水素混合物が特に好ましい。
【００４０】
　好ましい実施態様において、炭化水素混合物は、炭化水素の総量に基づいて、１０重量
％以下、特に５重量％以下、好ましくは３重量％以下のＣ－１２炭化水素を含有する。
【００４１】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１４以上の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
１５重量％以下である、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。１４以上の炭素鎖長
を有する炭化水素の総量が、それぞれ炭化水素の総量に基づいて、１０重量％以下、特に
８重量％以下、好ましくは４重量％以下、特に２重量％以下である炭化水素混合物が特に
好ましい。
【００４２】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１０以下の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
３重量％以下、特に２重量％以下、好ましくは１．５重量％以下、特に１重量％以下であ
る、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００４３】
　本発明の１つの実施態様において、本発明の炭化水素混合物はＣ１２およびＣ１４炭化
水素を含有し、好ましくは、直鎖状Ｃ１１炭化水素と直鎖状Ｃ１３炭化水素と、互いに同
じ重量比でＣ１２およびＣ１４炭化水素を含有する。本発明の好ましい実施態様において
、直鎖状Ｃ１１炭化水素の直鎖状Ｃ１３炭化水素に対する重量比、およびＣ１２炭化水素
のＣ１４炭化水素に対する重量比は、いずれも１．５～３．５である。
【００４４】
〔直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素含有炭化水素混合物〕
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素を含有する、１４Ｃ同位体
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含有炭化水素混合物に関する。直鎖状Ｃ１１炭化水素は、好ましくはｎ－ウンデカンであ
る。直鎖状Ｃ１５炭化水素は、好ましくはｎ－ペンタデカンである。本発明の好ましい実
施態様において、本発明の炭化水素混合物は、直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素
、および、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ１７、Ｃ１８、Ｃ１９、Ｃ２０、Ｃ２１
およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される、好ましくはＣ１３、Ｃ１７、Ｃ１９、
Ｃ２１およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される少なくとも１つのさらなる直鎖状
炭化水素を含有する。直鎖状飽和炭化水素が好ましい。好適な直鎖状Ｃ１３炭化水素は、
ｎ－トリデカンである；好適な直鎖状Ｃ１７炭化水素は、ｎ－ヘプタデカンである；好適
な直鎖状Ｃ１９炭化水素は、ｎ－ノナデカンである。
【００４５】
　本発明の好ましい実施態様において、本発明の炭化水素混合物は、直鎖状Ｃ１１および
直鎖状Ｃ１５炭化水素、および少なくとも１つの直鎖状Ｃ１３炭化水素および／または直
鎖状Ｃ１７炭化水素を含有する。好適な直鎖状Ｃ１３炭化水素はｎ－トリデカンである；
好適な直鎖状Ｃ１７炭化水素は、ｎ－ヘプタデカンである。
【００４６】
　本発明の１つの実施態様は、炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５０～９０重量％の直鎖状Ｃ－１１炭化水素、好ましくはｎ－ウンデカン
（ｂ）１０～５０重量％の直鎖状Ｃ－１５炭化水素、好ましくはｎ－ペンタデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００４７】
　炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５５～８０重量％、特に６０～７５重量％、特に６５～７０重量％の直鎖状Ｃ１１
炭化水素、好ましくはｎ－ウンデカン
（ｂ）２０～４５重量％、特に２４～４０重量％、特に２４～３０重量％の直鎖状Ｃ１５
炭化水素、好ましくはｎ－ペンタデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物が特に好ましい。
【００４８】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素の総量が、炭
化水素の総量に基づいて、７０重量％以上、特に８０重量％以上、好ましくは９０重量％
以上、より好ましくは９５重量％以上、特に９９重量％以上であることを特徴とする１４

Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。本発明の好ましい実施態様において、直鎖状Ｃ１
５炭化水素に対する直鎖状Ｃ１１炭化水素の重量比は、１．５～３．５である。
【００４９】
　直鎖状Ｃ１１および／または直鎖状Ｃ１５炭化水素が飽和炭化水素である；好ましくは
直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素のいずれもが飽和炭化水素（ｎ－ウンデカンお
よびｎ－ペンタデカン）である、本発明の炭化水素混合物が特に好ましい。
【００５０】
　好ましい実施態様において、炭化水素混合物は、炭化水素の総量に基づいて、１０重量
％以下、特に５重量％以下、好ましくは３重量％以下のＣ１２炭化水素を含有する。
【００５１】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１６以上の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
１５重量％以下である、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。１４以上の炭素鎖長
を有する炭化水素の総量が、それぞれ炭化水素の総量に基づいて、１０重量％以下、特に
８重量％以下、好ましくは４重量％以下、特に２重量％以下である炭化水素混合物が特に
好ましい。
【００５２】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
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以上であり、１０以下の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
３重量％以下、特に２重量％以下、好ましくは１．５重量％以下、特に１重量％以下であ
る、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００５３】
　本発明の１つの実施態様において、本発明の炭化水素混合物はＣ１２およびＣ１６炭化
水素を含有し、好ましくは、直鎖状Ｃ１１炭化水素と直鎖状Ｃ１５炭化水素と、互いに同
じ重量比でＣ１２およびＣ１６炭化水素を含有する。本発明の好ましい実施態様において
、直鎖状Ｃ１１炭化水素の直鎖状Ｃ１５炭化水素に対する重量比、およびＣ１２炭化水素
のＣ１６炭化水素に対する重量比は、いずれも１．５～３．５である。
【００５４】
〔直鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素含有炭化水素混合物〕
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ直鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素を含有する、１４Ｃ同位体
含有炭化水素混合物に関する。直鎖状Ｃ１３炭化水素は、好ましくはｎ－トリデカンであ
る。直鎖状Ｃ１５炭化水素は、好ましくはｎ－ペンタデカンである。本発明の好ましい実
施態様において、本発明の炭化水素混合物は、直鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素
、および、Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ１７、Ｃ１８、Ｃ１９、Ｃ２０、Ｃ２１
およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される、好ましくはＣ１１、Ｃ１７、Ｃ１９、
Ｃ２１およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される少なくとも１つのさらなる直鎖状
炭化水素を含有する。直鎖状飽和炭化水素が好ましい。好適な直鎖状Ｃ１１炭化水素は、
ｎ－ウンデカンである；好適な直鎖状Ｃ１７炭化水素は、ｎ－ヘプタデカンである；好適
な直鎖状Ｃ１９炭化水素は、ｎ－ノナデカンである。
【００５５】
　本発明の好ましい実施態様は、炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５０～９０重量％の直鎖状Ｃ－１３炭化水素、好ましくはｎ－トリデカン
（ｂ）１０～５０重量％の直鎖状Ｃ－１５炭化水素、好ましくはｎ－ペンタデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００５６】
　炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５５～８０重量％、特に６０～７５重量％、特に６５～７０重量％の直鎖状Ｃ１３
炭化水素、好ましくはｎ－トリデカン
（ｂ）２０～４５重量％、特に２４～４０重量％、特に２４～３０重量％の直鎖状Ｃ１５
炭化水素、好ましくはｎ－ペンタデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物が特に好ましい。
【００５７】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素の総量が、炭
化水素の総量に基づいて、７０重量％以上、特に８０重量％以上、好ましくは９０重量％
以上、より好ましくは９５重量％以上、特に９９重量％以上であることを特徴とする１４

Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
　本発明の好ましい実施態様において、直鎖状Ｃ１５炭化水素に対する直鎖状Ｃ１３炭化
水素の重量比は、１．５～３．５である。
【００５８】
　直鎖状Ｃ１３および／または直鎖状Ｃ１５炭化水素が飽和炭化水素である；好ましくは
直鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素のいずれもが飽和炭化水素（ｎ－トリデカンお
よびｎ－ペンタデカン）である、本発明の炭化水素混合物が特に好ましい。
【００５９】
　好ましい実施態様において、炭化水素混合物は、炭化水素の総量に基づいて、１０重量
％以下、特に５重量％以下、好ましくは３重量％以下のＣ１４炭化水素を含有する。
【００６０】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素を含有し、直
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鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１６以上の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
１５重量％以下である、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。１６以上の炭素鎖長
を有する炭化水素の総量が、それぞれ炭化水素の総量に基づいて、１０重量％以下、特に
８重量％以下、好ましくは４重量％以下、特に２重量％以下である炭化水素混合物が特に
好ましい。
【００６１】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１２以下の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
３重量％以下、特に２重量％以下、好ましくは１．５重量％以下、特に１重量％以下であ
る、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００６２】
　本発明の１つの実施態様において、本発明の炭化水素混合物はＣ１４およびＣ１６炭化
水素を含有し、好ましくは、直鎖状Ｃ１３炭化水素と直鎖状Ｃ１５炭化水素と、互いに同
じ重量比でＣ１４およびＣ１６炭化水素を含有する。本発明の好ましい実施態様において
、直鎖状Ｃ１３炭化水素の直鎖状Ｃ１５炭化水素に対する重量比、およびＣ１４炭化水素
のＣ１６炭化水素に対する重量比は、いずれも１．５～３．５である。
【００６３】
〔直鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素含有炭化水素混合物〕
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ直鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素を含有する、１４Ｃ同位体
含有炭化水素混合物に関する。直鎖状Ｃ１５炭化水素は、好ましくはｎ－ペンタデカンで
ある。直鎖状Ｃ１７炭化水素は、好ましくはｎ－ヘプタデカンである。本発明の好ましい
実施態様において、本発明の炭化水素混合物は、直鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水
素、および、Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ１８、Ｃ１９、Ｃ２０、Ｃ２
１およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される、好ましくはＣ１１、Ｃ１３、Ｃ１９
、Ｃ２１およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される少なくとも１つのさらなる直鎖
状炭化水素を含有する。直鎖状飽和炭化水素が好ましい。好適な直鎖状Ｃ１１炭化水素は
、ｎ－ウンデカンである；好適な直鎖状Ｃ１３炭化水素は、ｎ－トリデカンである；好適
な直鎖状Ｃ１９炭化水素は、ｎ－ノナデカンである。
【００６４】
　本発明の好ましい実施態様は、炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５０～９０重量％の直鎖状Ｃ１５炭化水素、好ましくはｎ－ペンタデカン
（ｂ）１０～５０重量％の直鎖状Ｃ１７炭化水素、好ましくはｎ－ヘプタデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００６５】
　炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５５～８０重量％、特に６０～７５重量％、特に６５～７０重量％の直鎖状Ｃ１５
炭化水素、好ましくはｎ－ペンタデカン
（ｂ）２０～４５重量％、特に２４～４０重量％、特に２４～３０重量％の直鎖状Ｃ１７
炭化水素、好ましくはｎ－ヘプタデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物が特に好ましい。
【００６６】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素の総量が、炭
化水素の総量に基づいて、７０重量％以上、特に８０重量％以上、好ましくは９０重量％
以上、より好ましくは９５重量％以上、特に９９重量％以上であることを特徴とする１４

Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
　本発明の好ましい実施態様において、直鎖状Ｃ１７炭化水素に対する直鎖状Ｃ１５炭化
水素の重量比は、１．５～３．５である。
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【００６７】
　直鎖状Ｃ１５および／または直鎖状Ｃ１７炭化水素が飽和炭化水素である；好ましくは
直鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素のいずれもが飽和炭化水素（ｎ－ペンタデカン
およびｎ－ヘプタデカン）である、本発明の炭化水素混合物が特に好ましい。
【００６８】
　好ましい実施態様において、炭化水素混合物は、炭化水素の総量に基づいて、１０重量
％以下、特に５重量％以下、好ましくは３重量％以下のＣ１６炭化水素を含有する。
【００６９】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１８以上の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
１５重量％以下である、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。１８以上の炭素鎖長
を有する炭化水素の総量が、それぞれ炭化水素の総量に基づいて、１０重量％以下、特に
８重量％以下、好ましくは４重量％以下、特に２重量％以下である炭化水素混合物が特に
好ましい。
【００７０】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１４以下の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
３重量％以下、特に２重量％以下、好ましくは１．５重量％以下、特に１重量％以下であ
る、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００７１】
　本発明の１つの実施態様において、本発明の炭化水素混合物はＣ１６およびＣ１８炭化
水素を含有し、好ましくは、直鎖状Ｃ１５炭化水素と直鎖状Ｃ１７炭化水素と、互いに同
じ重量比でＣ１６およびＣ１８炭化水素を含有する。本発明の好ましい実施態様において
、直鎖状Ｃ１５炭化水素の直鎖状Ｃ１７炭化水素に対する重量比、およびＣ１６炭化水素
のＣ１８炭化水素に対する重量比は、いずれも１．５～３．５である。
【００７２】
〔直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素含有炭化水素混合物〕
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素を含有する、１４Ｃ同位体
含有炭化水素混合物に関する。直鎖状Ｃ１７炭化水素は、好ましくはｎ－ヘプタデカンで
ある。直鎖状Ｃ１９炭化水素は、好ましくはｎ－ノナデカンである。本発明の好ましい実
施態様において、本発明の炭化水素混合物は、直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素
、および、Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４、Ｃ１５、Ｃ１６、Ｃ１８、Ｃ２０、Ｃ２１
およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される、好ましくはＣ１１、Ｃ１３、Ｃ１５、
Ｃ２１およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される少なくとも１つのさらなる直鎖状
炭化水素を含有する。直鎖状飽和炭化水素が好ましい。好適な直鎖状Ｃ１１炭化水素は、
ｎ－ウンデカンである；好適な直鎖状Ｃ１３炭化水素は、ｎ－トリデカンである；好適な
直鎖状Ｃ１５炭化水素は、ｎ－ペンタデカンである。特に好ましいさらなる直鎖状炭化水
素は、ｎ－ヘネイコサン（Ｃ２１直鎖状、飽和）である。
【００７３】
　本発明の好ましい実施態様は、炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５０～９０重量％の直鎖状Ｃ１７炭化水素、好ましくはｎ－ヘプタデカン
（ｂ）１０～５０重量％の直鎖状Ｃ１９炭化水素、好ましくはｎ－ノナデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００７４】
　炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５５～８０重量％、特に６０～７５重量％、特に６５～７０重量％の直鎖状Ｃ１７
炭化水素、好ましくはｎ－ヘプタデカン
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（ｂ）２０～４５重量％、特に２４～４０重量％、特に２４～３０重量％の直鎖状Ｃ１９
炭化水素、好ましくはｎ－ノナデカン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物が特に好ましい。
【００７５】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素の総量が、炭
化水素の総量に基づいて、７０重量％以上、特に８０重量％以上、好ましくは９０重量％
以上、より好ましくは９５重量％以上、特に９９重量％以上であることを特徴とする１４

Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
　本発明の好ましい実施態様において、直鎖状Ｃ１９炭化水素に対する直鎖状Ｃ１７炭化
水素の重量比は、１．５～３．５である。
【００７６】
　直鎖状Ｃ１７および／または直鎖状Ｃ１９炭化水素が飽和炭化水素である；好ましくは
直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素のいずれもが飽和炭化水素（ｎ－ヘプタデカン
およびｎ－ノナデカン）である、本発明の炭化水素混合物が特に好ましい。
【００７７】
　好ましい実施態様において、炭化水素混合物は、炭化水素の総量に基づいて、１０重量
％以下、特に５重量％以下、好ましくは３重量％以下のＣ１８炭化水素を含有する。
【００７８】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、２０以上の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
１５重量％以下である、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。１８以上の炭素鎖長
を有する炭化水素の総量が、それぞれ炭化水素の総量に基づいて、１０重量％以下、特に
８重量％以下、好ましくは４重量％以下、特に２重量％以下である炭化水素混合物が特に
好ましい。
【００７９】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１６以下の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
３重量％以下、特に２重量％以下、好ましくは１．５重量％以下、特に１重量％以下であ
る、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００８０】
　本発明の１つの実施態様において、本発明の炭化水素混合物はＣ１８およびＣ２０炭化
水素を含有し、好ましくは、直鎖状Ｃ１７炭化水素と直鎖状Ｃ１９炭化水素と、互いに同
じ重量比でＣ１８およびＣ２０炭化水素を含有する。本発明の好ましい実施態様において
、直鎖状Ｃ１７炭化水素の直鎖状Ｃ１９炭化水素に対する重量比、およびＣ１８炭化水素
のＣ２０炭化水素に対する重量比は、いずれも１．５～３．５である。
【００８１】
〔直鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素含有炭化水素混合物〕
　本発明の好ましい実施態様は、炭素数が１を超えて異なる少なくとも２つの異なる炭化
水素を含有し、かつ直鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素を含有する、１４Ｃ同位体
含有炭化水素混合物に関する。直鎖状Ｃ１９炭化水素は、好ましくはｎ－ノナデカンであ
る。直鎖状Ｃ２１炭化水素は、好ましくはｎ－ヘネイコサンである。本発明の好ましい実
施態様において、本発明の炭化水素混合物は、直鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素
、および、Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４、Ｃ１５、Ｃ１６、Ｃ１７、Ｃ１８、Ｃ２０
およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される、好ましくはＣ１１、Ｃ１３、Ｃ１５、
Ｃ１７およびＣ２３炭化水素からなる群から選択される少なくとも１つのさらなる直鎖状
炭化水素を含有する。直鎖状飽和炭化水素が好ましい。好適な直鎖状Ｃ１１炭化水素は、
ｎ－ウンデカンである；好適な直鎖状Ｃ１３炭化水素は、ｎ－トリデカンである；好適な
直鎖状Ｃ１７炭化水素は、ｎ－ヘプタデカンである。
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【００８２】
　本発明の好ましい実施態様は、炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５０～９０重量％の直鎖状Ｃ１９炭化水素、好ましくはｎ－ノナデカン
（ｂ）１０～５０重量％の直鎖状Ｃ２１炭化水素、好ましくはｎ－ヘネイコサン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００８３】
　炭化水素の総量に基づいて、
（ａ）５５～８０重量％、特に６０～７５重量％、特に６５～７０重量％の直鎖状Ｃ１９
炭化水素、好ましくはｎ－ノナデカン
（ｂ）２０～４５重量％、特に２４～４０重量％、特に２４～３０重量％の直鎖状Ｃ２１
炭化水素、好ましくはｎ－ヘネイコサン
を含有する、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物が特に好ましい。
【００８４】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素の総量が、炭
化水素の総量に基づいて、７０重量％以上、特に８０重量％以上、好ましくは９０重量％
以上、より好ましくは９５重量％以上、特に９９重量％以上であることを特徴とする１４

Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
　本発明の好ましい実施態様において、直鎖状Ｃ２１炭化水素に対する直鎖状Ｃ１９炭化
水素の重量比は、１．５～３．５である。
【００８５】
　直鎖状Ｃ１９および／または直鎖状Ｃ２１炭化水素が飽和炭化水素である；好ましくは
直鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素のいずれもが飽和炭化水素（ｎ－ノナデカンお
よびｎ－ヘネイコサン）である、本発明の炭化水素混合物が特に好ましい。
【００８６】
　好ましい実施態様において、炭化水素混合物は、炭化水素の総量に基づいて、１０重量
％以下、特に５重量％以下、好ましくは３重量％以下のＣ２０炭化水素を含有する。
【００８７】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、２２以上の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
１５重量％以下である、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。２２以上の炭素鎖長
を有する炭化水素の総量が、それぞれ炭化水素の総量に基づいて、１０重量％以下、特に
８重量％以下、好ましくは４重量％以下、特に２重量％以下である炭化水素混合物が特に
好ましい。
【００８８】
　本発明の好ましい実施態様は、直鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素を含有し、直
鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて６０重量％
以上であり、１８以下の炭素鎖長を有する炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて
３重量％以下、特に２重量％以下、好ましくは１．５重量％以下、特に１重量％以下であ
る、１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物に関する。
【００８９】
　本発明の１つの実施態様において、本発明の炭化水素混合物はＣ２０およびＣ２２炭化
水素を含有し、好ましくは、直鎖状Ｃ１９炭化水素と直鎖状Ｃ２１炭化水素と、互いに同
じ重量比でＣ２０およびＣ２２炭化水素を含有する。本発明の好ましい実施態様において
、直鎖状Ｃ１９炭化水素の直鎖状Ｃ２１炭化水素に対する重量比、およびＣ２０炭化水素
のＣ２２炭化水素に対する重量比は、いずれも１．５～３．５である。
【００９０】
　本発明の炭化水素混合物は、特に化粧品および／または医薬品製剤における使用のため
に、特に油体および／または分散体として適当である。
【００９１】
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　さらに、本発明は、請求項１～１３のいずれかに記載された炭化水素混合物を、化粧品
的なおよび／または医薬的な適当な担体に添加する、化粧品および／または医薬品製剤の
製造方法を提供する。
　本発明の炭化水素混合物は、特に皮膚および／または毛髪ケア用の化粧品製剤における
使用に適している。
　本発明の炭化水素混合物は、特に日焼け防止用の化粧品製剤における使用に適している
。
【００９２】
　本発明の炭化水素混合物は、特に装飾用化粧品製剤、例えば口紅、リップグロス、アイ
シャドー、マスカラ、アイペンシル（コール）、マニキュア溶液、および全ての種類のメ
イクアップ製剤（パウダー、クリーム、ファンデーション、カバースティック等）におけ
る使用に適している。
【００９３】
　本発明の炭化水素混合物は、特に皮膚および／毛髪の洗浄用製剤、例えばシャンプー、
シャワージェル、入浴剤、コンディショナー等における使用に適している。
【００９４】
　本発明の炭化水素混合物は、微細エマルション、例えばナノエマルション、マイクロエ
マルションまたはＰＩＴエマルションの製造にも適している。このような微細エマルショ
ンにおいて、油滴は通常、１０～１０００ｎｍの、好ましくは１００～５００ｎｍの範囲
の直径で存在する。これらは、例えば、Wadle等によるParfuemerie und Kosmetik （Perf
umery and Cosmetics）、第77巻、No.4/96、第250～254頁に記載されたＰＩＴエマルショ
ンの製造方法のような当業者に既知の方法により製造される。
【００９５】
〔炭化水素混合物の製造〕
　本発明の炭化水素混合物は、例えば、植物性脂肪アルコールの還元的脱メチル化により
得ることができる。本発明の炭化水素混合物を製造するための特に適当な方法は、国際出
願ＰＣＴ／ＥＰ２００６／０１１６４７（Cognis）に記載される、植物由来の脂肪アルコ
ールからの還元的脱ヒドロキシメチル化の方法である。この方法において、例えば、所望
の炭素鎖長の脂肪アルコールに対して上記方法中の個々の工程を施し、その結果得られる
炭化水素を混合し、本発明の炭化水素混合物得ることができる。しかしながら、対応する
脂肪アルコールを含有する混合物を直接還元的脱ヒドロキシメチル化することが好ましく
、その結果直接的に得られる反応生成物は本発明の炭化水素混合物である。その後、これ
は、さらなる精製なしに、直接的に化粧品および／または医薬品製剤に使用することがで
きる。
【００９６】
〔化粧品および／または医薬品製剤〕
　さらに、本発明は、０．１～８０重量％、好ましくは５～５０重量％、特に１０～３０
重量％の１４Ｃ含有炭化水素混合物を含む化粧品および／または医薬品製剤に関する。重
量％は、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づく。
【００９７】
　本発明の製剤中に存在する炭化水素混合物は、常に、少なくとも２つの異なる炭化水素
の混合物である。これらは、１、２、３、４個等の炭素原子により炭素数が異なっていて
よい。好ましい実施態様において、化粧品および／または医薬品製剤は、炭素数が１を超
えて、好ましくは２異なる炭化水素を含有する。
【００９８】
　本発明の製剤において存在する炭化水素混合物中の１４Ｃ同位体の１２Ｃ同位体に対す
る割合は、１×１０－１６以上、特に１×１０－１５以上、好ましくは７．５×１０－１

４以上、好ましくは１．５×１０－１３以上、特に３×１０－１３以上である；本発明の
製剤において存在する炭化水素混合物中の１４Ｃ同位体の１２Ｃ同位体に対する割合は、
好ましくは６×１０－１３～１．２×１０－１２の範囲内である。
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【００９９】
　本発明の製剤に存在する炭化水素混合物は、好ましくは、少なくとも１つの１４Ｃ同位
体含有炭化水素を含有し、好ましくは２つの異なる１４Ｃ同位体含有炭化水素を含有する
。より好ましくは、炭素数が１を超えて異なる、好ましくは２異なる、２つの異なる炭化
水素が１４Ｃ同位体を含有する。
【０１００】
　好ましい実施態様において、本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、炭化水素の
総量に基づいて、５０重量％以下、特に２０重量％以下、１０重量％以下、好ましくは５
重量％以下、特に１重量％以下の分枝状炭化水素を含む炭化水素混合物を含有する。
【０１０１】
　化粧品および／または医薬品製剤におけるパラメーター「炭化水素の総量」は、炭素数
に関係なく、化粧品および／または医薬品製剤中に存在する全ての炭化水素を包含する。
【０１０２】
　好ましい実施態様において、本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、炭化水素の
総量に基づいて、２０重量％以下、特に１０重量％以下、好ましくは５重量％以下、好ま
しくは１重量％以下の芳香族炭化水素を含む炭化水素混合物を含有する。本発明の好まし
い実施態様において、本発明の製剤は、炭化水素の総量に基づいて、０．１重量％以下、
特に０．０１重量％以下、特に０．００１重量％以下の芳香族炭化水素を含有する。
【０１０３】
　好ましい実施態様において、本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、炭化水素の
総量に基づいて、５０重量％以下、特に２０重量％以下、特に１０重量％以下、特に５重
量％以下、好ましくは１重量％以下の不飽和炭化水素を含む炭化水素混合物を含有する。
本発明の好ましい実施態様において、本発明の製剤は、炭化水素の総量に基づいて、０．
１重量％以下、特に０．０１重量％以下、特に０．００１重量％以下の不飽和炭化水素を
含有する。
【０１０４】
　好ましい実施態様において、本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、炭化水素の
総量に基づいて、２０重量％以下、特に１５重量％以下、特に１０重量％以下、好ましく
は９重量％以下、特に８重量％以下、特に５重量％以下の偶数炭化水素を含む炭化水素混
合物を含有する。
【０１０５】
　さらに、本発明は、１４Ｃを含有し、２つの異なる炭化水素が、炭化水素の総量に基づ
いて、少なくとも５０重量％、好ましくは６０重量％を構成する炭化水素混合物を、０．
１～８０重量％、好ましくは５～５０重量％、特に１０～３０重量％含有する化粧品およ
び／または医薬品製剤を提供する。
【０１０６】
　２つの異なる炭化水素の総量が、炭化水素の総量に基づいて、７０重量％以上、特に８
０重量％以上、好ましくは９０重量％以上、より好ましくは９５重量％以上、特に９９重
量％以上である化粧品および／または医薬品製剤が、特に好ましい。本発明の１つの実施
態様において、化粧品および／または医薬品製剤の炭化水素混合物は、もっぱら２つの異
なる炭化水素のみからなる。
【０１０７】
　好ましい実施態様において、本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、１４Ｃ同位
体を含有し、２つの異なる炭化水素が、
－直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１３炭化水素、
－直鎖状Ｃ１１および直鎖状Ｃ１５炭化水素、
－直鎖状Ｃ１３および直鎖状Ｃ１５炭化水素、
－直鎖状Ｃ１５および直鎖状Ｃ１７炭化水素、
－直鎖状Ｃ１７および直鎖状Ｃ１９炭化水素および／または
－直鎖状Ｃ１９および直鎖状Ｃ２１炭化水素



(16) JP 5944100 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

からなる群から選択される炭化水素混合物を、０．１～８０重量％、好ましくは５～５０
重量％、特に１０～３０重量％含有する。
【０１０８】
　これらの製剤は、例えば、本発明の炭化水素混合物を用いることにより、または規定量
の個々の炭化水素を用いることにより得ることができる。
【０１０９】
　炭化水素の総量に基づいて、
－炭素数ｎの炭化水素を５０～９０重量％含有し、
－炭素数ｎ＋２の炭化水素を１０～５０重量％含有する［ｎは７～２３の整数、好ましく
は１１～２１である］、
１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物を０．１～８０重量％含む化粧品および／または医薬品
製剤が、特に好ましく挙げられる。
【０１１０】
　炭化水素の総量に基づいて、
－炭素数ｎの炭化水素を５５～８０重量％、特に６０～７５重量％、特に６５～７０重量
％含有し、
－炭素数ｎ＋２の炭化水素を２０～４５重量％、特に２４～４０重量％、特に２４～３０
重量％含有する［ｎは７～２３の整数、好ましくは１１～２１である］、
１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物を０．１～８０重量％含む化粧品および／または医薬品
製剤が、特に好ましく挙げられる。
【０１１１】
　本発明の好ましい実施態様において、化粧品および／または医薬品製剤における炭素数
ｎの炭化水素と炭素数ｎ＋２の炭化水素の重量比は、１．５～３．５である。
【０１１２】
　本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、軽く、安定な化粧品および／または医薬
品製剤であり、特に、それらがさらに制汗／脱臭成分を含有する場合に軽く、安定である
。
【０１１３】
　したがって、本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少
なくとも１つの制汗／脱臭活性成分を含有する化粧品および／または医薬品製剤に関する
。
【０１１４】
　本発明によれば、適当な制汗／脱臭活性成分は、体臭を中和し、隠し、除去する全ての
活性成分である。体臭は、アポクリン腺発汗での皮膚細菌の作用により形成され、不快臭
の分解生成物が形成される。適当な制汗／脱臭活性成分は、制汗剤、エステラーゼ阻害剤
、殺菌または静菌活性成分および／または汗吸着物質からなる群から選択される特定の化
合物である。
【０１１５】
〔制汗剤〕
　制汗剤は、アルミニウム、ジルコニウムまたは亜鉛の塩である。そのような適当なアン
チハイドロティック（antihydrotic）活性成分は、例えばアルミニウムクロリド、アルミ
ニウムクロロヒドレート、アルミニウムジクロロヒドレート、アルミニウムセスキクロロ
ヒドレート、およびそれらと例えば１ ,２－プロピレングリコールとの錯体、アルミニウ
ムヒドロキシアラントイネート、アルミニウムクロリドタートレート、アルミニウムジル
コニウムトリクロロヒドレート、アルミニウムジルコニウムテトラクロロヒドレート、ア
ルミニウムジルコニウムペンタクロロヒドレート、およびそれらと例えばグリシンのよう
なアミノ酸との錯体である。アルミニウムクロロヒドレート、アルミニウムジルコニウム
テトラクロロヒドレート、アルミニウムジルコニウムペンタクロロヒドレートおよびそれ
らの錯体が好ましく挙げられる。
【０１１６】
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　本発明の製剤は、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づいて、１～５０重量
％、好ましくは５～３０重量％、特に８～２５重量％の量の制汗剤を含有し得る。
【０１１７】
〔エステラーゼ阻害剤〕
　脇の下での発汗において、細菌は細胞外酵素（エステラーゼ、好ましくはプロテアーゼ
および／またはリパーゼ）を形成する。それらは汗に存在するエステルを開裂し、その結
果臭気物質を放出する。適当なエステラーゼ阻害剤は、好ましくはクエン酸トリアルキル
、例えばクエン酸トリメチル、クエン酸トリプロピル、クエン酸トリイソプロピル、クエ
ン酸トリブチル、および特にクエン酸トリエチル（独国デュッセルドルフ、Cognis GmbH
、Hydagen（登録商標）CAT）である。該物質は、酵素活性を阻害し、それにより臭気形成
を減少させる。他のエステラーゼ阻害剤は、ステロールスルフェートまたはホスフェート
、例えばラノステロール、コレステロール、カンペステロール、スチグマステロールおよ
びシトステロールスルフェートまたはホスフェート、ジカルボン酸およびそのエステル、
例えばグルタル酸、グルタル酸モノエチルエステル、グルタル酸ジエチルエステル、アジ
ピン酸、アジピン酸モノエチルエステル、アジピン酸ジエチルエステル、マロン酸および
マロン酸ジエチルエステル、ヒドロキシカルボン酸およびそのエステル、例えばクエン酸
、リンゴ酸、酒石酸または酒石酸ジエチルエステル、および亜鉛グリシネートである。
【０１１８】
　本発明の製剤は、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づいて、０．０１～２
０重量％、好ましくは０．１～１０重量％、特に０．３～５重量％の量のエステラーゼ阻
害剤を含有し得る。
【０１１９】
〔殺菌または静菌活性成分〕
　適当な殺菌または静菌活性成分の典型例は、特にキトサンおよびフェノキシエタノール
である。５－クロロ－２－（２，４－ジクロロフェノキシ）フェノールも特に効果的であ
ることが見出されており、これはスイス、バーゼルのCiba-GeigyよりIrgasan（登録商標
）の商標の下販売されている。適当な殺菌剤は、原則として、グラム陽性菌に対して作用
する全ての物質、例えば、４－ヒドロキシ安息香酸およびその塩ならびにそのエステル、
Ｎ－（４－クロロフェニル）－Ｎ’－（３，４－ジクロロフェニル）尿素、２，４，４’
－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル（トリクロサン）、４－クロロ－３
，５－ジメチルフェノール、２，２’－メチレンビス（６－ブロモ－４－クロロフェノー
ル）、３－メチル－４－（１－メチルエチル）フェノール、２－ベンジル－４－クロロフ
ェノール、３－（４－クロロフェニル）－１，２－プロパンジオール、３－ヨード－２－
プロピニルブチルカルバメート、クロロヘキシジン、３，４，４’－トリクロロカーバニ
リド（ＴＴＣ）、抗細菌香料、チモール、タイム油、オイゲノール、チョウジ油、メント
ール、ミント油、ファルネソール、フェノキシエタノール、グリセリルモノカプレート、
グリセリルモノカプリレート、グリセリルモノラウレート（ＧＭＬ）、ジグリセリルモノ
カプレート（ＤＭＣ）、Ｎ－アルキルサリチルアミド、例えば、ｎ－オクチルサリチルア
ミドまたはｎ－デシルサリチルアミドである。
【０１２０】
　本発明の製剤は、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づいて、０．０１～５
重量％、好ましくは０．１～２重量％の量の殺菌または静菌活性物質を含有し得る。
【０１２１】
〔汗吸着物質〕
　使用し得る汗吸着物質は、変成デンプン、例えばDry Flo Plus（National Starch）、
ケイ酸塩、タルクおよび汗の吸着に適当であると思われる他の同様の多形物質である。本
発明の製剤は、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づいて、０．１～３０重量
％、好ましくは１～２０重量％、特に２～８重量％の量の汗吸着物質を含有し得る。
【０１２２】
　本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、軽く、安定な化粧品および／または医薬
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品製剤であり、特に、それらがさらに少なくとも１つのＵＶ光防護フィルターを含有する
場合に軽く、安定である。
【０１２３】
　したがって、本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少
なくとも１つのＵＶ光防護フィルターを含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供
する。
【０１２４】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、かつ炭化水素が、炭素数が１を超えて
異なる、好ましくは２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物
０．１～８０重量％と、少なくとも１つのＵＶ光防護フィルターを含む化粧品および／ま
たは医薬品製剤を提供する。
【０１２５】
　本発明によれば、適当なＵＶ光防護フィルターは、室温で液体または結晶状であって、
紫外線を吸収して、その吸収したエネルギーをより長波長の放射線（例えば熱）の形で放
出することのできる有機物質（光防護フィルター）である。ＵＶフィルターは、油溶性ま
たは水溶性であり得る。油溶性ＵＶ－Ｂフィルターまたは広域スペクトルＵＶ－Ａ／Ｂフ
ィルターの典型例には以下のものが含まれる：
・ＥＰ０６９３４７１Ｂ１に記載されるような３－ベンジリデンカンファーまたは３－ベ
ンジリデンノルカンファー（Mexoryl SDS 20）およびその誘導体、例えば、３－（４－メ
チルベンジリデン）カンファー；
・３－（４’－トリメチルアンモニウム）ベンジリデンボルナン－２－オンメチルスルフ
ェート（Mexoryl SO）；
・３，３’－（１，４－フェニレンジメチン）ビス（７，７－ジメチル－２－オキソビシ
クロ［２．２．１］ヘプタン－１－メタンスルホン酸）およびその塩（Mexoryl SX）；
・３－（４’－スルホ）ベンジリデンボルナン－２－オンおよびその塩（Mexoryl SL）；
・Ｎ－｛（２および４）－［２－オキソボルン－３－イリデン）－メチル｝ベンジル］ア
クリルアミド（Mexoryl SW）のポリマー；
・２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－（２－メチル－３－
（１，３，３，３－テトラメチル－１－（トリメチルシリルオキシ）－ジシロキサニル）
プロピル）フェノール（Mexoryl SL）；
・４－アミノ安息香酸誘導体、好ましくは２－エチルヘキシル４－（ジメチルアミノ）ベ
ンゾエート、２－オクチル４－（ジメチルアミノ）ベンゾエートおよびアミル４－（ジメ
チル－アミノ）ベンゾエート；
・桂皮酸のエステル、好ましくは２－エチルヘキシル４－メトキシシンナメート、プロピ
ル４－メトキシシンナメート、イソアミル４－メトキシシンナメート、２－エチルヘキシ
ル２－シアノ－３，３－フェニルシンナメート（オクトクリレン）；
・サリチル酸エステル、好ましくは２－エチルヘキシルサリチレート、４－イソプロピル
ベンジルサリチレート、ホモ－メンチルサリチレート；
・ベンゾフェノン誘導体、好ましくは２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２
－ヒドロキシ－４－メトキシ－４’－メチルベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－
４－メトキシベンゾフェノン；
・ベンザルマロン酸のエステル、好ましくはジ－２－エチルヘキシル４－メトキシベンズ
マロネート；
・ＥＰ０８１８４５０Ａ１に記載されるようなトリアジン誘導体、例えば、２，４，６－
トリアニリノ（ｐ－カルボ－２’－エチル－１’－ヘキシルオキシ）－１，３，５－トリ
アジンおよび２，４，６－トリス［ｐ－（２－エチルヘキシルオキシ－カルボニル）アニ
リノ］－１，３，５－トリアジン（Uvinul T 150）、またはビス（２－エチルヘキシル）
４，４’－［（６－［４－（（１，１－ジメチルエチル）アミノカルボニル）－フェニル
アミノ］－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル）ジイミノ］－ベンゾエート（Uvas
orb（登録商標）HEB）；
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・２，２－（メチレンビス（６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－（１，
１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール）（Tinosorb M）；
・２，４－ビス［４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシフェニル]－６－
（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（Tinosorb S）；
・プロパン－１，３－ジオン、例えば、１－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（
４’－メトキシフェニル）プロパン－１，３－ジオン；
・ＥＰ０６９４５２１Ｂ１に記載されるようなケトトリシクロ（５．２．１．０）デカン
誘導体；
・ジメチコジエチルベンザルマロネート（Parsol SLX）。
【０１２６】
　使用し得る水溶性ＵＶフィルターには以下の物が含まれる：
・２－フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸およびそのアルカリ金属塩、アルカ
リ土類金属塩、アンモニウム塩　アルキルアンモニウム塩、アルカノールアンモニウム塩
およびグルカンモニウム塩；
・２，２－（（１，４－フェニレン）ビス（１Ｈ－ベンズイミダゾール－４，６－ジスル
ホン酸、モノナトリウム塩）（Neo Heliopan AP）；
・ベンゾフェノンのスルホン酸誘導体、好ましくは、２－ヒドロキシ－４－メトキシベン
ゾフェノン－５－スルホン酸およびその塩；
・３－ベンジリデンカンファーのスルホン酸誘導体例えば４－（２－オキソ－３－ボルニ
リデンメチル）－ベンゼンスルホン酸および２－メチル－５－（２－オキソ－３－ボルニ
リデン）－スルホン酸ならびにその塩。
【０１２７】
　使用し得る典型的なＵＶ－Ａフィルターは、特に、ＤＥ１９７１２０３３Ａ１（ＢＡＳ
Ｆ）に記載されるようなベンゾイルメタンの誘導体、例えば、１－（４'－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェニル）－３－（４'－メトキシフェニル）－プロパン－１,３－ジオン、４－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－４'－メトキシジベンゾイルメタン（Parsol（登録商標）1789）または１
－フェニル－３－（４'－イソプロピルフェニル）－プロパン－１,３－ジオンおよびエナ
ミン化合物、ならびに安息香酸、２－［４－（ジエチルアミノ）－２－ヒドロキシ－ベン
ゾイル］ヘキシルエステル（Uvinul（登録商標）A plus）である。
【０１２８】
　ＵＶ－ＡフィルターとＵＶ－Ｂフィルターをもちろん混合物として使用できる。特に好
ましい組み合わせは、ベンゾイルメタンの誘導体、例えば４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－
メトキシジベンゾイルメタン（Parsol（登録商標）1789）および２－エチルヘキシル２－
シアノ－３，３－フェニルシンナメート（オクトクリレン）と桂皮酸エステル、好ましく
は２－エチルヘキシル４－メトキシシンナメートおよび／またはプロピル４－メトキシシ
ンナメートおよび／またはイソアミル４－メトキシシンナメートとの組み合わせからなる
。このような組み合わせを、有利には、水溶性フィルター、例えば２－フェニルベンズイ
ミダゾール－５－スルホン酸およびそのアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、アンモニ
ウム塩、アルキルアンモニウム塩、アルカノールアンモニウム塩およびグルカンモニウム
塩と組み合わせる。
【０１２９】
　適当なＵＶ光防護フィルターは、特に、委員会指令Ａｎｎｅｘ　ＶＩＩ（技術的進歩に
Ａｎｎｅｘ　ＶＩＩを適合させるための、化粧品に関する理事会指令７６／７６８／ＥＥ
Ｃを改正する２００５年１月２８日の委員会指令２００５／９／ＥＣ）により認可された
物質である。これを、ここで明らかに参照する。
【０１３０】
　上述した可溶性物質に加えて、不溶性光防護顔料、特に微分散金属酸化物および塩もこ
の目的のために使用し得る。適当な金属酸化物の例は、特に酸化亜鉛および二酸化チタン
、さらに鉄、ジルコニウム、ケイ素、マンガン、アルミニウムおよびセリウムの酸化物、
ならびにそれらの混合物である。使用し得る塩は、ケイ酸塩（タルク）、硫酸バリウムま
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たはステアリン酸亜鉛であり得る。該酸化物および塩は、スキンケアおよび皮膚防護エマ
ルション、また装飾用化粧品に対して顔料の形態で用いられる。粒子の平均径は、１００
ｎｍ未満、好ましくは５～５０ｎｍの間、特に１５～３０ｎｍの間であるべきである。こ
れらは球形であってもよいが、楕円形または球形からその他の方法で偏った形状を有する
粒子を使用することもできる。該顔料は表面処理された状態、すなわち親水化または疎水
化処理された状態で存在してもよい。それらの典型的な例は、コーティングされた二酸化
チタン、例えば、二酸化チタンT 805（Degussa）またはEusolex（登録商標）T、Eusolex
（登録商標）T-2000、Eusolex（登録商標）T Aqua、Eusolex（登録商標）AVO、Eusolex（
登録商標）T-ECO、Eusolex（登録商標） T-OLEOおよびEusolex（登録商標）T-S（Merck）
である。酸化亜鉛の典型的な例は、例えば中性酸化亜鉛、酸化亜鉛NDM（Symrise）または
Z-Cote（登録商標）（BASF）またはSUNZnO-ASおよびSUNZnO-NAS（Sunjun Chemical Co. L
td.）である。適当な疎水性コーティング剤は、特にシリコーンであり、具体的にはトリ
アルコキシオクチルシランまたはシメチコンである。日焼け防止組成物においては、マイ
クロ顔料またはナノ顔料を使用することが好ましい。微粉酸化亜鉛を用いることが好まし
い。他の適当なＵＶ光防護フィルターは、P. Finkel、SOEFW Journal 122、8/1996、第54
3～548頁およびParf. Kosm. 第80巻、No.3/1999、第10～16頁の概説において見出すこと
ができる。
【０１３１】
　前記の第１の光防護物質の２つの群に加えて、ＵＶ光が皮膚を通る際に開始される光化
学反応連鎖を阻害する、抗酸化型の第２の光防護物質を使用することもできる。それらの
典型的な例は、非常に少量の耐性容量（例えばｐｍｏｌからｍｏｌ／ｋｇ）の、アミノ酸
（例えば、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファン）およびそれらの誘導体、
イミダゾール（例えばウロカニン酸）およびそれらの誘導体、Ｄ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－
カルノシン、Ｌ－カルノシンおよびそれらの誘導体（例えば、アンゼリン）のようなペプ
チド、カロチノイド、カロテン（例えば、α－カロテン、β－カロテン、リコピン）およ
びそれらの誘導体、クロロゲン酸およびその誘導体、リポ酸およびその誘導体（例えば、
ジヒドロリポ酸）、アウロチオグルコース、プロピルチオウラシルおよび他のチオール（
例えば、チオレドキシン、グルタチオン、システイン、シスチン、シスタミンおよびそれ
らのグリコシル、Ｎ－アセチル、メチル、エチル、プロピル、アミル、ブチル、ラウリル
、パルミトイル、オレイル、リノレイル、コレステリルおよびグリセリルエステル）およ
びそれらの塩、ジラウリルチオジプロピオネート、ジステアリルチオジプロピオネート、
チオジプロピオン酸およびそれらの誘導体（エステル、エーテル、ペプチド、脂質、ヌク
レオチド、ヌクレオシドおよび塩）、およびスルホキシミン化合物（例えば、ブチオニン
スルホキシミン、ホモシステインスルホキシミン、ブチオニンスルホン、ペンタ－、ヘキ
サ－およびヘプタ－チオニンスルホキシミン）、さらに（金属）キレート剤（例えば、α
－ヒドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチン酸、ラクトフェリン）、α－ヒドロキシ酸
（例えば、クエン酸、乳酸、リンゴ酸）、フミン酸、没食子酸、胆汁抽出物、ビリルビン
、ビリベルジン、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡおよびそれらの誘導体、不飽和脂肪酸およびそれら
の誘導体（例えば、γ－リノレイン酸、リノール酸、オレイン酸）、葉酸およびその誘導
体、ユビキノンおよびユビキノールならびにそれらの誘導体、ビタミンＣおよびその誘導
体（例えば、パルミチン酸アスコルビル、アスコルビルリン酸マグネシウム、酢酸アスコ
ルビル）、トコフェロールおよびその誘導体（例えば、酢酸ビタミンＥ）、ビタミンＡお
よびその誘導体（パルミチン酸ビタミンＡ）、およびベンゾイン樹脂の安息香酸コニフェ
リル、ルチン酸およびその誘導体、α－グリコシルルチン、フェルラ酸、フルフリリデン
グルシトール、カルノシン、ブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、
ノルジヒドロガイアック酸、ノルジヒドロガイアレック酸、トリヒドロキシブチロフェノ
ン、尿酸およびその誘導体、マンノースおよびその誘導体、スーパーオキシドジスムター
ゼ、亜鉛およびその誘導体（例えば、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ４）、セレンおよびその誘導体（
例えば、セレノメチオニン）、スチルベンおよびその誘導体（例えば、酸化スチルベン、
酸化トランス－スチルベン）、および本発明に適当なこれらの特定の活性成分の誘導体（



(21) JP 5944100 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

塩、エステル、エーテル、糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチドおよび脂質）であ
る。
【０１３２】
　したがって、本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、４
－メチルベンジリデンカンファー、ベンゾフェノン－３、ブチル－メトキシジベンゾイル
メタン、ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン、メチレン
ビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール、ジエチルヘキシルブタミドト
リアゾン、エチルヘキシルトリアゾンおよびジエチルアミノヒドロキシベンゾイルヘキシ
ルベンゾエート、３－（４’－トリメチルアンモニウム）ベンジリデン－ボルナン－２－
オンメチルスルフェート、３，３’－（１，４－フェニレン－ジメチン）ビス（７，７－
ジメチル－２－オキソビシクロ［２．２．１］ヘプタン－１－メタンスルホン酸）および
その塩、３－（４’－スルホ）－ベンジリデンボルナン－２－オンおよびその塩、Ｎ－｛
（２および４）－［２－オキソボルン－３－イリデン）メチル｝ベンジル］アクリルアミ
ドのポリマー、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－（２－
メチル－３－（１，３，３，３－テトラメチル－１－（トリメチルシリルオキシ）ジシロ
キサニル）－プロピル）フェノール、ジメチコジエチルベンザルマロネートおよびそれら
の混合物からなる群から選択される、少なくとも１つのＵＶ光防護フィルターを含有する
化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１３３】
　したがって、本発明は、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、４－メチルベンジリデンカンファー、ベンゾフェノン－３、ブチル－メトキシジベ
ンゾイルメタン、ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン、
メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール、ジエチルヘキシルブ
タミドトリアゾン、エチルヘキシルトリアゾンおよびジエチルアミノヒドロキシベンゾイ
ルヘキシルベンゾエート、３－（４’－トリメチルアンモニウム）ベンジリデン－ボルナ
ン－２－オンメチルスルフェート、３，３’－（１，４－フェニレン－ジメチン）ビス（
７，７－ジメチル－２－オキソビシクロ［２．２．１］ヘプタン－１－メタンスルホン酸
）およびその塩、３－（４’－スルホ）－ベンジリデンボルナン－２－オンおよびその塩
、Ｎ－｛（２および４）－［２－オキソボルン－３－イリデン）メチル｝ベンジル］アク
リルアミドのポリマー、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６
－（２－メチル－３－（１，３，３，３－テトラメチル－１－（トリメチルシリルオキシ
）ジシロキサニル）－プロピル）フェノール、ジメチコジエチルベンザルマロネートおよ
びそれらの混合物からなる群から選択される、少なくとも１つのＵＶ光防護フィルターを
含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１３４】
　これらのＵＶ光防護フィルターは、例えば以下の商品名の下市販されている：
NeoHeliopan（登録商標）MBC（INCI：４－メチルベンジリデンカンファー、Symrise製）
；NeoHeliopan（登録商標）BB（INCI：ベンゾフェノン－３、Symrise製）；Parsol（登録
商標）1789（INCI：ブチルメトキシジベンゾイルメタン、Hoffmann-La Roche (Givaudan)
製）；Tinosorb（登録商標）S（INCI：ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシ
フェニルトリアジン）；Tinosorb（登録商標）M（INCI：メチレンビス－ベンゾトリアゾ
リルテトラメチルブチルフェノール、Ciba Specialty Chemicals Corporation製）；Uvas
orb（登録商標）HEB（INCI：ジエチルヘキシルブタミドトリアゾン、3V Inc.製）；Uvinu
l（登録商標）T150（INCI：エチルヘキシルトリアゾン、BASF AG製）；Uvinul（登録商標
）A plus（INCI：ジエチルアミノヒドロキシベンゾイルヘキシルベンゾエート、BASF AG
製）；Mexoryl（登録商標）SO：３－（４’－トリメチルアンモニウム）ベンジリデンボ
ルナン－２－オンメチルスルフェート、INCI：カンファーベンザルコニウムメトスルフェ
ート；Mexoryl（登録商標）SX：３，３’－（１，４－フェニレンジメチン）ビス（７，
７－ジメチル－２－オキソビシクロ［２．２．１］ヘプタン－１－メタンスルホン酸）、
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CTFA：INCIテレフタルイリデンジカンファースルホン酸；Mexoryl（登録商標）SL：３－
（４’－スルホ）ベンジリデンボルナン－２－オン、INCIベンジリデンカンファースルホ
ン酸；Mexoryl（登録商標）SW：Ｎ－｛（２および４）－［２－オキソボルン－３－イリ
デン）メチル｝ベンジル］アクリルアミドのポリマー、INCIポリアクリルアミドメチルベ
ンジリデンカンファー；Mexoryl（登録商標）SL：２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２
－イル）－４－メチル－６－（２－メチル－３－（１，３，３，３－テトラメチル－１－
（トリメチルシリルオキシ）ジシロキサニル）プロピル）フェノール；INCI：ドロメトリ
ゾールトリシロキサン；Parsol（登録商標）SLX：ジメチコジエチルベンズマロネート、I
NCIポリシリコン－１５。
【０１３５】
　本発明の製剤は、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づいて、０．５～３０
重量％、好ましくは２．５～２０重量％、とりわけ５～１５重量％の量のＵＶ光防護フィ
ルターを含有し得る。
【０１３６】
　本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少なくとも１つ
のセルフタンニング剤を含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１３７】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、少なくとも１つのセルフタンニング剤を含む化粧品および／または医薬品製剤を提
供する。
【０１３８】
　セルフタンニング剤は、皮膚の褐色化を引き起こす物質を意味すると理解される。その
例としては、α－、β－不飽和アルデヒドが含まれ、それらは皮膚中のアミノ酸とメイラ
ード反応により反応し、着色化合物を生じる。セルフタンニング剤として有用な活性成分
には、天然または合成のケトールまたはアルドールが含まれる。適当な活性物質の例には
、ジヒドロキシアセトン、エリスルロース、グリセロールアルデヒド、アロキサン、ヒド
ロキシメチルグリオキサル、γ－ジアルデヒド、６－アルド－Ｄ－フルクトース、ニンヒ
ドリンおよびメソ－タルタルアルデヒドが含まれる。特に適当なセルフタンニング剤は、
ジヒドロキシアセトンおよび／またはエリスルロースである。
【０１３９】
　上記活性成分と他の活性成分、あるいはムコンアルデヒドおよび／またはナフトキノン
、例えば５－ヒドロキシ－１，４－ナフトキノン（ジュグロン）および２－ヒドロキシ－
１，４－ナフトキノンとの上記活性成分との混合物が、特に有利であることが判明してい
る。
　本発明の組成物は、一般的に、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づいて、
１～１０重量％、特に２～５重量％の濃度のセルフタンニング剤を含有する。
【０１４０】
　本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少なくとも１つ
のセルフタンニング剤および少なくとも１つのＵＶ光防護フィルターを含有する化粧品お
よび／または医薬品製剤を提供する。
【０１４１】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、少なくとも１つのＵＶ光防護フィルターおよび少なくとも１つのセルフタンニング
剤を含む化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１４２】
　本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、例えばＯ／ＷまたはＷ／Ｏケアエマルシ
ョン、日焼け防止剤、制汗／脱臭剤、装飾化粧品用製剤、油性ケア製剤、基質用の含浸溶
液、例えば紙および不繊布製品として存在し得る。例えば、ウェットワイプ、ティッシュ
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、おむつ、衛生製品などが含まれる。
【０１４３】
　本発明の炭化水素混合物および本発明の化粧品および／または医薬品製剤は、特に、軽
く、噴霧可能な用途用、および／または、ベビー衛生部門におけるティッシュ、ペーパー
、ワイプ、スポンジ（例えばポリウレタンスポンジ）、石膏、ベビーケア、スキンケア、
日焼け防止、日焼け治療、防虫、洗浄、洗顔および制汗／脱臭用途用エマルション成分と
しても適当である。それらは、洗浄、衛生および／またはケア部門において使用が見出さ
れるティッシュ、ペーパー、ワイプ、不繊布製品、スポンジ、パフ、石膏および包帯に適
用し得る（ベビー衛生およびベビーケア用ワイプ、洗浄ワイプ、洗顔ワイプ、スキンケア
ワイプ、皮膚老化に対する活性成分を含むケアワイプ、日焼け防止剤および防虫剤を含む
ワイプ、装飾化粧用ワイプまたは日焼け治療用のワイプ、トイレ用ウェットワイプ、制汗
用ワイプ、おむつ、ティッシュ、ウェットワイプ、衛生製品、セルフタンニングワイプ、
トイレットペーパー、リフレッシュ用ワイプ、アフターシェーブ用ワイプ）。また、それ
らは、とりわけ、ヘアケア、洗髪または染毛用の処方において使用し得る。本発明の炭化
水素混合物の使用は、使用時の感覚性能に良い影響を与える。
【０１４４】
　本発明の炭化水素混合物は、装飾化粧品製剤、例えば、口紅、アイメイクアップ、例え
ばアイシャドウ、マスカラ、アイペンシル、コール、マスカラ液などのメイクアップ処方
用の成分として特に適当である。
　したがって、本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少
なくとも１つの顔料および／または染料を含有する化粧品および／または医薬品製剤を提
供する。
【０１４５】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、少なくとも１つの顔料および／または染料を含む化粧品および／または医薬品製剤
を提供する。
【０１４６】
　用語「顔料」は、白色または着色の、有機または無機の製剤中に不溶であり、製剤を着
色化するために役立つ全ての粒子を包含する。好ましい実施態様においては、無機顔料が
用いられ、金属酸化物を用いることが特に好ましい。
【０１４７】
　無機顔料の例には、以下のものが含まれる：必要に応じて表面被覆された二酸化チタン
、酸化ジルコニウムまたは酸化セリウム、酸化亜鉛、酸化鉄（黒、黄または赤）または酸
化クロミウム、マンガンバイオレット、ウルトラマリンブルー、クロム水和物および青鉄
（III）、アルミニウム粉末または銅粉末のような金属粉末。
【０１４８】
　本発明の好ましい実施態様において、顔料は、無機顔料、好ましくは金属酸化物から選
択される。好ましい実施態様において、顔料は、二酸化チタン、酸化亜鉛、酸化鉄および
それらの混合物からなる群から選択される。
　該顔料は、個々にまたは混合物のいずれで存在していてもよい。
【０１４９】
　本発明においては、白色顔料（例えばカオリン、二酸化チタンまたは酸化亜鉛）および
無機着色顔料（例えば酸化鉄顔料、酸化クロミウム）を含む顔料混合物が好ましく、該顔
料は被覆された状態または被覆されない状態で存在し得る。着色顔料の中で、酸化鉄が特
に好ましい。
【０１５０】
　本発明において有利には、顔料は、純色に加えて、さらなる特性、例えば角度依存性の
色彩（変化する（flop））、光沢（表面光沢ではない）または質感を、化粧品製剤に与え
る効果顔料の群から選択され得る。本発明においてこのような効果顔料は、有利には１つ
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またはそれ以上の白色および／または着色顔料に加えて用いられる。
【０１５１】
　効果顔料の最も重要な群は光沢顔料であり、DIN 55944:2003-11によると、それらには
金属効果顔料および真珠光沢顔料が含まれる。いくつかの特定の効果顔料、例えば、黒鉛
小板、酸化鉄小板および微粉二酸化チタンは、これらの２つの群に割り当てることができ
ず、後者は光沢効果ではなく、むしろ角度依存性の光散乱効果を与える。DIN 55943:2001
-10による光沢顔料は主に効果顔料小板である。平行に並べられた光沢顔料は、特徴的な
光沢を示す。光沢顔料の視覚的効果は、金属粒子（金属効果顔料）、高い屈折率を有する
透明粒子（真珠光沢顔料）上での有向性反射または干渉現象（干渉顔料）に基づく（DIN 
55944:2003-11）。
【０１５２】
　本発明に好適な市販の効果顔料の例は、Timiron and #174；Merck製、Iriodin and #17
4；Merck製（装飾的工業利用のための真珠光沢および着色光沢顔料）、Xirallic and #17
4；Merck製（強力な着色結晶効果顔料）である。
【０１５３】
　さらに、本発明の製剤は、有利には有機着色顔料、すなわち製剤に実質的に不溶性であ
る有機染料を含有していてよい。DIN 55944:1990-04によると、有機顔料は化学的側面に
したがってアゾ顔料と多環式顔料に分類することができ、着色的側面から有色顔料と黒色
顔料とに分類することができる。有機白色顔料は、実際的に意義はない。
【０１５４】
　本発明において、顔料は、市販の油性または水性のプレ分散体の形態のものを有利には
用いることができる。本発明の製剤は、一般的には、化粧品および／または医薬品製剤の
総重量に基づいて０．１～４０重量％の顔料を含有する。
【０１５５】
　さらに、本発明においては、本発明の薬剤が１つまたはそれ以上の染料を含む場合が有
利である。
　染料は、合成由来または天然由来のいずれであってもよい。適当な染料のリストをＥＰ
１３７１３５９Ａ２の第８頁、第２５～２７行、第９頁および第１０頁ならびに第１１頁
、第１～５４行において見出すことができ、これをここで明らかに参照する。
　本発明の薬剤は、一般的には、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づいて、
０．０１～５重量％、好ましくは０．１～１．０重量％の染料を含有する。本発明の製剤
は、一般的には、化粧品および／または医薬品製剤の総重量に基づいて、０．０１～３０
重量％の範囲の、特に０．１～１５重量％の範囲の、好ましくは１～１０重量％の範囲の
総量の染料および顔料を含有する。
【０１５６】
　適当な染料および顔料は、特に、委員会指令Ａｎｎｅｘ　ＩＶ（バージョン：技術的進
歩にＡｎｎｅｘ　ＩＶおよびＶＩを適合させるための、化粧品に関する理事会指令７６／
７６８／ＥＥＣを改正する２００７年４月１７日の委員会指令２００７／２２／ＥＣ）に
より認可された物質である。これを、ここで明らかに参照する。
【０１５７】
　化粧品および／または医薬品製剤は、ボディーケア、例えば、ボディーミルク、クリー
ム、ローション、噴霧可能なエマルション、体臭除去製品等の処方に使用し得る。また、
炭化水素混合物は、界面活性剤含有処方中、例えば、シャワージェル、バスジェル、シャ
ンプーおよびケアリンスなどで使用し得る。用途により、化粧品および／または医薬品製
剤は、例えば、界面活性剤、さらなる油体、乳化剤、真珠光沢ワックス、粘稠度調整剤、
増粘剤、過脂肪剤、安定剤、ポリマー、脂肪、ワックス、レシチン、リン脂質、生体活性
物質、フケ防止剤、被膜形成剤、膨張剤、防虫剤、セルフタンニング剤、チロシナーゼ阻
害剤（脱色剤）、ヒドロトロープ、可溶化剤、防腐剤、香油、染料等の一連の助剤および
添加剤を含有する。これらの例を以下に列挙する。
【０１５８】
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　本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少なくとも１つ
の乳化剤および／または界面活性剤および／またはワックス成分および／またはポリマー
および／またはさらなる油体を含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１５９】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、少なくとも１つの乳化剤および／または界面活性剤および／またはワックス成分お
よび／またはポリマーおよび／またはさらなる油体を含む化粧品および／または医薬品製
剤を提供する。
【０１６０】
〔乳化剤〕　
　本発明の１つの実施態様において、本発明の製剤は、少なくとも１つの乳化剤を含有す
る。
　したがって、本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少
なくとも１つの乳化剤を含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１６１】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、少なくとも１つの乳化剤を含む化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１６２】
　本発明の組成物は、一般的には、組成物の総重量に基づいて、０～４０重量％、好まし
くは０．１～２０重量％、好ましくは０．１～１５重量％、特に０．１～１０重量％の量
の乳化剤を含有する。
【０１６３】
　全ての乳化剤は、それらが水溶性または油溶性に適するかどうかを指定する、いわゆる
ＨＬＢ値（０～２０の間の無次元数）を割り当てられる。９以下の数は、特異的な油溶性
、疎水性乳化剤であることを示し、１１以上の数は水溶性、親水性乳化剤であることを示
す。
　ＨＬＢ値は、乳化剤の親水性基および親油性基の大きさや強さの平衡のようなものをい
う。
【０１６４】
　乳化剤のＨＬＢ値は、インクリメントから計算することができ、分子を構成する種々の
親水性基および疎水性基に対するＨＬＢインクリメントは、表による検討（例えば、H.P.
 FiedlerのLexikon der Hilfsstoffe fuer Pharmazie, Kosmetik und angrenzende Gebie
te（Lexicon of the Excipients for Pharmacy, Cosmetics and Related Fields）、Edit
io Cantor Verlag、Aulendorf、第4版、1996年）または製造者データにおいて見出される
。２相における乳化剤の溶解度は、エマルションタイプを効率的に決定する。水により良
好な溶解性を有する乳化剤の場合、Ｏ／Ｗエマルションが得られる。これに対して、油相
により良好な溶解性を有する乳化剤の場合、他の製造条件が同一であれば、Ｗ／Ｏエマル
ションが生じる。
　本発明の１つの実施態様において、本発明の製剤は１つより多くの乳化剤を含有する。
他の成分により、当業者は従来の乳化系（例えば、乳化剤および共乳化剤）を使用する。
【０１６５】
〔非イオン性乳化剤〕
　非イオン性乳化剤の群には、例えば以下のものが含まれる：
（１）８～４０個の炭素原子を含有する直鎖状脂肪アルコール、１２～４０個の炭素原子
を含有する脂肪酸およびアルキル基中に８～１５個の炭素原子を含有するアルキルフェノ
ールへの、２～５０モルのエチレンオキシドおよび／または１～２０モルのプロピレンオ
キシドの付加生成物；
（２）グリセロールへの１～５０モルのエチレンオキシド付加生成物のＣ１２－１８脂肪
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酸モノエステルおよびジエステル；
（３）６～２２個の炭素原子を含有する飽和および不飽和脂肪酸のソルビタンモノエステ
ルおよびジエステル、ならびにそのエチレンオキシド付加生成物；
（４）アルキル基中に８～２２個の炭素原子を含有するアルキルモノおよびオリゴグリコ
シドおよびそのエトキシル化類似体；
（５）ヒマシ油および／または水添ヒマシ油への７～６０モルのエチレンオキシドの付加
生成物；
（６）ポリオールエステル、および、特にポリグリセリルエステル、例えばポリオールポ
リ－１２－ヒドロキシステアレート、ポリグリセリルポリリシノレエート、ポリグリセリ
ルジイソステアレートまたはポリグリセリルダイメレートなど。これらのクラスの幾つか
の化合物の混合物も同様に適当である；
（７）ヒマシ油および／または水添ヒマシ油への２～１５モルのエチレンオキシドの付加
生成物；
（８）直鎖状、分枝状、不飽和または飽和Ｃ６－２２脂肪酸、リシノール酸および１２－
ヒドロキシステアリン酸と、ポリグリセロール、ペンタエリスリトール、ジペンタエリス
リトール、糖アルコール（例えばソルビトール）、アルキルグルコシド（例えばメチルグ
ルコシド、ブチルグルコシド、ラウリルグルコシド）およびポリグルコシド（例えばセル
ロース）に基づく部分エステル、または混合エステル、例えばグリセリルステアレートシ
トレートおよびグリセリルステアレートラクテート；
（９）ポリシロキサン－ポリアルキル－ポリエーテル共重合体または対応する誘導体；
（１０）ペンタエリスリトール、脂肪酸、クエン酸および脂肪アルコールの混合エステル
および／または６～２２個の炭素原子を含有する脂肪酸、メチルグルコースおよびポリオ
ール、好ましくはグリセロールまたはポリグリセロールの混合エステル。
【０１６６】
　脂肪アルコール、脂肪酸、アルキルフェノール、グリセリルモノエステルおよびジエス
テル、および脂肪酸のソルビタンモノエステルおよびジエステルまたはヒマシ油へのエチ
レンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドの付加生成物は、既知の市販品である。
それらは、エチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドと、付加反応を行うのに
用いられる基質との間の比率に対応する平均アルコキシル化度のホモログ混合物である。
これらの乳化剤は、エトキシル化度に応じてＷ／ＯまたはＯ／Ｗ乳化剤となる。グリセロ
ールへのエチレンオキシドの付加生成物のＣ１２／１８脂肪酸モノエステルおよびジエス
テルは、化粧品製剤のための再脂化剤として既知である。
【０１６７】
　本発明によれば、特に適当なおよび穏やかな乳化剤は、「Dehymuls（登録商標）PGPH」
（Ｗ／Ｏ乳化剤）または「Eumulgin（登録商標）VL 75」（ラウリルグルコシドと重量比
１：１で混合、Ｏ／Ｗ乳化剤）または「Dehymuls（登録商標）SBL」（Ｗ／Ｏ乳化剤）の
名称のもとCognis Deutschland GmbHから上市されているポリオールポリ－１２－ヒドロ
キシステアレートおよびそれらの混合物である。これに関して、特に欧州特許ＥＰ０７６
６６６１Ｂ１を参照する。これらの乳化剤のポリオール成分は、少なくとも２個、好まし
くは３～１２個および特には３～８個のヒドロキシ基および２～１２個の炭素原子を含有
する物質から誘導され得る。
【０１６８】
　特に好ましい乳化剤は、例えば、セチルジメチコンコポリオール（例えばAbil EM-90）
、ポリグリセリル－２ジポリヒドロキシステアレート（例えばDehymuls PGPH）、ポリグ
リセリル－３ジイソステアレート（例えばLameform TGI）、ポリグリセリル－４イソステ
アレート（例えばIsolan GI 34）、ポリグリセリル－３オレエート（例えばIsolan GO 33
）、ジイソステアリルポリグリセリル－３ジイソステアレート（例えばIsolan PDI）、ポ
リグリセリル－３メチルグルコースジステアレート（例えばTego Care 450）、ポリグリ
セリル－３ミツロウ（例えばCera Bellina）、ポリグリセリル－４カプレート（例えばPo
lyglycerol Caprate T2010/90）、ポリグリセリル－３セチルエーテル（例えばChimexane
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 NL）、ポリグリセリル－３ジステアレート（例えばCremophor GS 32）およびポリグリセ
リルポリリシノレート（例えばAdmul WOL 1403）、グリセリルオレエート（例えばMonomu
ls 90-O 18）、アルキルグルコシド（例えばPlantacare 1200、Emulgade PL 68/50、Mont
anov 68、Tego Care CG 90、Tego Glucosid L 55）、メチルグルコースイソステアレート
（例えばTego Care IS）、メチルグルコースセスキステアレート（Tego Care PS）、ココ
イル加水分解コムギタンパクナトリウム（例えばGluadin WK）、セチルリン酸カリウム（
例えばAmphisol K、Crodafos CKP）、アルキル硫酸ナトリウム（例えばLanette E）、ス
クロースエステル（例えばCrodesta F-10、F-20、F-50、F-70、F-110、F-160、SL-40、Em
ulgade（登録商標）Sucro）、エトキシル化および／またはプロポキシル化脂肪アルコー
ル、脂肪酸、ヒマシ油および水添ヒマシ油(例えばEumulgin B2、B2、B3、L、HRE 40、HRE
 60、RO 40、Cremophor HRE 40、HRE 60、L、WO 7、Dehymuls HRE 7、Arlacel 989）、Ｐ
ＥＧ－３０ジポリヒドロキシステアレート（例えばArlacel P 135、Dehymuls LE）、ソル
ビタンエステル、エトキシル化および／またはプロポキシル化ソルビタンエステル、およ
びそれらの混合物である。特に効果的な混合物は、ポリグリセリル－２ジポリヒドロキシ
ステアレートおよびラウリルグルコシドおよびグリセロールからなる（例えばEumulgin V
L 75）。また、ポリグリセリル－４ジイソステアレート／ポリヒドロキシステアレート／
セバシン酸塩（Isolan（登録商標）GPS）、ジイソステアロイルポリグリセリル－３ジイ
ソステアレート(例えばIsolan PDI）、アルカリ金属アシルグルタメート（例えばEumulgi
n SG）も適当である。
【０１６９】
　一般的に、適当な親油性Ｗ／Ｏ乳化剤は、１～８のＨＬＢ値を有する乳化剤である。こ
れは、数多くの表に列挙され、および当業者に周知である。これらの乳化剤の幾つかは、
例えば、Kirk-Othmer、「Encyclopedia of Chemical Technology」、第３版、１９７９年
、第８巻、第９１３頁に列挙されている。また、エトキシル化生成物についてのＨＬＢ値
は、以下の式：ＨＬＢ＝（１００－Ｌ）：５［式中、Ｌは、エチレンオキシド付加物の重
量％における、新油性基、すなわち、脂肪アルキル基または脂肪アシル基の重量％である
］から算出することができる。
【０１７０】
　Ｗ／Ｏ乳化剤の群からの特に有利な乳化剤は、ポリオール、特にはＣ４－６ポリオール
の部分エステル、例えばペンタエリスリトールの部分エステルまたは糖エステル、例えば
、スクロースジステアレート、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンセスキイソ
ステアレート、ソルビタンジイソステアレート、ソルビタントリイソステアレート、ソル
ビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレエート、ソルビタンジオレエート、ソルビ
タントリオレエート、ソルビタンモノエルケート、ソルビタンセスキエルケート、ソルビ
タンジエルケート、ソルビタントリエルケート、ソルビタンモノリシノレエート、ソルビ
タンセスキリシノレエート、ソルビタンジリシノレエート、ソルビタントリリシノレエー
ト、ソルビタンモノヒドロキシステアレート、ソルビタンセスキヒドロキシステアレート
、ソルビタンジヒドロキシステアレート、ソルビタントリヒドロキシステアレート、ソル
ビタンモノタータレート、ソルビタンセスキタータレート、ソルビタンジタータレート、
ソルビタントリタータレート、ソルビタンモノシトレート、ソルビタンセスキシトレート
、ソルビタンジシトレート、ソルビタントリシトレート、ソルビタンモノマレエート、ソ
ルビタンセスキマレエート、ソルビタンジマレエート、ソルビタントリマレエートおよび
それらの工業用混合物である。また、特定のソルビタンエステルへの１～３０、好ましく
は５～１０モルのエチレンオキシドの付加生成物も適当な乳化剤である。
【０１７１】
　処方に応じて、非イオン性Ｏ／Ｗ乳化剤（ＨＬＢ値：８～１８）および／または可溶化
剤の群からの少なくとも一つの乳化剤を使用することがさらに有利であり得る。このよう
な乳化剤の例は、対応する高エトキシル化度、例えばＯ／Ｗ乳化剤に対して１０～２０の
エチレンオキシド単位および可溶化剤に対して２０～４０のエチレンオキシド単位を有す
る、緒論において既に記載したエチレンオキシド付加物である。本発明によれば、セテア
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レス－１２およびＰＥＧ－２０ステアレートが、Ｏ／Ｗ乳化剤として特に有利である。特
に適当な可溶化剤は、Eumulgin（登録商標）HRE 40（INCI名：ＰＥＧ－４０水添ヒマシ油
）、Eumulgin（登録商標）HRE 60（INCI名：ＰＥＧ－６０水添ヒマシ油）、Eumulgin（登
録商標）L（INCI名：ＰＰＧ－１－ＰＥＧ－９ラウリルグリコールエーテル）およびEumul
gin（登録商標）SML 20（INCI名：ポリソルベート－２０）である。
【０１７２】
　アルキルオリゴグリコシドの群からの非イオン性乳化剤は、特に皮膚適合性であり、し
たがって、Ｏ／Ｗ乳化剤として特に適当である。Ｃ８－２２アルキルモノおよびオリゴグ
リコシド、それらの製造法およびそれらの使用は、先行技術から既知である。それらは、
特にグルコースまたはオリゴ糖と、８～２２個の炭素原子を含有する第１級アルコールを
反応させることにより製造される。グリコシド基に関しては、環式糖基がグリコシド結合
により脂肪アルコールに結合しているモノグリコシド、または、好ましくは約８までのオ
リゴマー化度を有するオリゴマーグリコシドのいずれも適当である。ここで、オリゴマー
化度は、工業用製品に一般的な同族体分布に基づく統計的平均値である。Plantacare（登
録商標）の名称のもと市販されている製品は、平均オリゴマー化度１～２を有するオリゴ
グルコシド基にグルコシド結合により結合したＣ８－１６アルキル基を含有する。グルカ
ミンから誘導されるアシルグルカミドも、適当な非イオン性乳化剤である。本発明によれ
ば、Emulgade（登録商標）PL 68/50の名称のもとCognis Deutschland GmbHから市販され
る製品（これは、アルキルポリグルコシドと脂肪アルコールとの１：１混合物である）が
好ましい。本発明によれば、ラウリルグルコシド、ポリグリセリル－２ジポリヒドロキシ
ステアレート、グリセロールおよび水の混合物（これは、Eumulgin（登録商標）VL 75の
名称のもと市販されている）も、有利に使用し得る。
【０１７３】
　また、レシチンおよびリン脂質のような物質も乳化剤として適当である。挙げ得る天然
レシチンの例は、ケファリンであり、これは、ホスファチジン酸とも称され、１，２－ジ
アシル－ｓｎ－グリセロール－３－リン酸の誘導体である。一方、リン脂質は、通常、リ
ン酸とグリセロール（グリセロールリン酸）とのモノおよび好ましくはジエステルと理解
され、これは、通常、脂肪に含まれる。さらに、スフィンゴシンおよびスフィンゴ脂質も
適当である。
【０１７４】
　乳化剤は、例えばシリコーン乳化剤であり得る。これらは、例えば、アルキルメチコン
コポリオールおよび／またはアルキルジメチコンコポリオールの群から、特に下記の化学
式で特徴付けられる化合物の群から選択され得る：
【化１】

［式中、ＸおよびＹは、それぞれ独立して、Ｈ（水素）および１～２４個の炭素原子を有
する分枝状アルキル基および非分枝状アルキル基、アシル基およびアルコキシ基の群から
選択され、ｐは０～２００、ｑは１～４０、およびｒは１～１００である］。
【０１７５】
　本発明中、特に有利に使用し得るシリコーン乳化剤の１つの例は、ジメチコンコポリオ
ールであり、それらは、Evonik GoldschmidtからAXIL（登録商標）B 8842、ABIL（登録商
標）B 8843、ABIL（登録商標）B 8847、ABIL（登録商標）B 8851、ABIL（登録商標）B 88
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52、ABIL（登録商標）B 8863、ABIL（登録商標）B 8873およびABIL（登録商標）B 88183
の商品名のもと市販されている。
　本発明中、特に有利に使用し得る界面活性物質のさらなる例は、セチルＰＥＧ／ＰＰＧ
－１０／１ジメチコン（セチルジメチコンコポリオール）であり、それらは、Evonik Gol
dschmidtからABIL（登録商標）EM 90の商品名のもと市販されている。
　本発明中、特に有利に使用し得る界面活性物質のさらなる例は、シクロメチコンジメチ
コンコポリオールであり、それらは、Evonik GoldschmidtからABIL（登録商標）EM 97お
よびABIL（登録商標）WE 09の商品名のもと市販されている。
　さらに、乳化剤ラウリルＰＥＧ／ＰＰＧ－１８／１８メチコン（ラウリルメチコンコポ
リオール）が非常に有利であることが見出されている。それは、Dow Corning（登録商標
）5200 Formulation Aidの商品名のもとDow Corning Ltdから市販されている。
　さらに有利なシリコーン乳化剤は、Wackerからのオクチルジメチコンエトキシグルコシ
ドである。本発明のシリコーン油中水型エマルションに対して、このタイプのエマルショ
ンに使用される全ての既知の乳化剤を使用し得る。本発明に特に好ましいシリコーン中水
型乳化剤は、セチルＰＥＧ／ＰＰＧ－１０／１ジメチコンおよびラウリルＰＥＧ／ＰＰＧ
－１８／１８メチコン（例えば、ABIL（登録商標）EM 90（Evonik Goldschmidt）、DC520
0 Formulation Aid（Dow Corning））およびこの２つの乳化剤の所望の全混合物である。
【０１７６】
〔界面活性剤〕
　本発明の１つの実施態様において、本発明の製剤は少なくとも１つの界面活性剤を含有
する。
【０１７７】
　界面活性剤は、有機、無極性物質を水に溶解できる両親媒性物質である。界面活性剤は
、少なくとも１つの親水性分子部分および疎水性分子部分を有するその特異的分子構造の
結果として、水の表面張力の低下、皮膚の湿潤、汚れ除去および分解の促進、容易な濯ぎ
、必要であれば泡調整をもたらす。
　界面活性剤は、一般的に、２０より大きなＨＬＢ値を有する界面活性物質を意味すると
理解される。
【０１７８】
　本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少なくとも１つ
の界面活性剤を含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１７９】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、少なくとも１つの界面活性剤を含む化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０１８０】
　界面活性物質は、陰イオン性、非イオン性、陽イオン性および／または両性または双性
イオン性界面活性剤であり得る。例えば、シャワージェル、フォームバス、シャンプー等
の界面活性剤含有化粧品製剤においては、少なくとも１つの陰イオン性界面活性剤が存在
することが好ましい。
【０１８１】
　本発明の組成物は、一般的には、組成物の総重量に基づいて、０～４０重量％、好まし
くは０．０５～３０重量％、特に０．０５～２０重量％、好ましくは０．１～１５重量％
、特に０．１～１０重量％の量の界面活性剤を含有する。
【０１８２】
　非イオン性界面活性剤の代表例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アルキル
フェノールポリグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエーテル、脂肪酸アミドポリ
グリコールエーテル、脂肪アミンポリグリコールエーテル、アルコキシル化トリグリセリ
ド、混合エーテルまたは混合ホルマール、場合により部分的に酸化したアルキル（アルケ
ニル）オリゴグリコシドまたはグルクロン酸誘導体、脂肪酸Ｎ－アルキルグルカミド、タ
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ンパク質加水分解物（特に、コムギに基づく植物生成物）、ポリオール脂肪酸エステル、
糖エステル、ソルビタンエステル、ポリソルベートおよびアミンオキシドである。非イオ
ン性界面活性剤がポリグリコールエーテル鎖を含有する場合、それらは通常の同族体分布
を有していてよいが、好ましくは狭い同族体分布を有する。
【０１８３】
　双性イオン性界面活性剤は、少なくとも１つの第４級アンモニウム基と少なくとも１つ
の－ＣＯＯ（－）または－ＳＯ３

（－）基を分子中に有する界面活性化合物をいう。特に
適当な双性イオン性界面活性剤は、ベタイン、例えば、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチル
アンモニウムグリシネート（例えば、ココアルキルジメチルアンモニウムグリシネート）
、Ｎ－アシルアミノプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネート（例えば、コ
コアシルアミノプロピルジメチルアンモニウムグリシネート）、および２－アルキル－３
－カルボキシメチル－３－ヒドロキシエチルイミダゾリンであって、それぞれアルキルま
たはアシル基中に８～１８個の炭素原子を含むもの、ならびにココアシルアミノエチルヒ
ドロキシエチルカルボキシメチルグリシネートである。好ましい双性イオン性界面活性剤
は、INCI名コカミドプロピルベタインとして知られる脂肪酸アミド誘導体である。
【０１８４】
　両性界面活性剤は、特に共界面活性剤としても適当である。両性界面活性剤は、分子中
に、Ｃ８－１８－アルキル基または－アシル基とは別に、少なくとも１つの遊離アミノ基
と少なくとも１つの－ＣＯＯＨ基または－ＳＯ３Ｈ基を含有し、分子内塩を形成すること
ができる、界面活性化合物を意味すると理解される。適当な両性界面活性剤の例は、それ
ぞれアルキル基中に約８～１８個の炭素原子を含む、Ｎ－アルキルグリシン、Ｎ－アルキ
ルプロピオン酸、Ｎ－アルキルアミノ酪酸、Ｎ－アルキルイミノジプロピオン酸、Ｎ－ヒ
ドロキシエチル－Ｎ－アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ－アルキルタウリン、Ｎ－ア
ルキルサルコシン、２－アルキルアミノプロピオン酸およびアルキルアミノ酢酸である。
特に好適な両性界面活性剤は、Ｎ－ココアルキルアミノプロピオン酸塩、ココアシルアミ
ノエチルアミノプロピオン酸塩およびＣ１２－１８アシルサルコシンである。
【０１８５】
　両性または双性イオン性界面活性剤の典型的な例は、アルキルベタイン、アルキルアミ
ドベタイン、アミノプロピルベタイン、アミノグリシネート、イミダゾリウムベタインお
よびスルホベタインである。特定の界面活性剤は、もっぱら既知の化合物である。これら
の物質の構造および製造に関して、この分野における関連著作を参照し得る。特に適当な
穏やかな（すなわち、特に皮膚適合性の）界面活性剤の典型例は、脂肪アルコールポリグ
リコールエーテルスルフェート、モノグリセリド硫酸エステル、モノおよび／またはジア
ルキルスルホスクシネート、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコシネート、脂肪酸タウ
リド、脂肪酸グルタメート、α－オレフィンスルホネート、エーテルカルボン酸、アルキ
ルオリゴグルコシドおよび／またはアルキルオリゴグルコシドカルボン酸塩とそれらの混
合物、脂肪酸グルカミド、アルキルアミドベタイン、アンホアセタールおよび／またはタ
ンパク質脂肪酸縮合物（コムギタンパクまたはその塩に基づくものが好ましい）である。
【０１８６】
　陰イオン性界面活性剤は、水溶性を与える陰イオン基、例えばカルボキシレート、スル
フェート、スルホネートまたはホスフェート基と親油性基を特徴とする。皮膚親和性の陰
イオン性界面活性剤は、関連文献から多くの当業者に既知であり、市販されている。これ
らは、特に、アルカリ金属塩、アンモニウム塩またはアルカノールアンモニウム塩の形態
のアルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、アルキルエーテルカルボキシ
レート、アシルイセチオネート、アシルサルコシネート、１２～１８個の炭素原子を有す
る直鎖状アルキル基またはアシル基を含有するアシルタウリン、およびアルカリ金属また
はアンモニウム塩の形態のスルホスクシネートおよびアシルグルタマートである。
【０１８７】
　陰イオン性界面活性剤の典型例は、石けん、アルキルベンゼンスルホネート、アルカン
スルホネート、オレフィン－スルホネート、アルキルエーテルスルホネート、グリセロー
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ルエーテルスルホネート、α－メチルエステルスルホネート、スルホ脂肪酸、アルキルス
ルフェート、脂肪アルコールエーテルスルフェート、グリセロールエーテルスルフェート
、脂肪酸エーテルスルフェート、ヒドロキシ混合エーテルスルフェート、モノグリセリド
（エーテル）スルフェート、脂肪酸アミド（エーテル）スルフェート、モノおよびジアル
キルスルホスクシネート、モノおよびジアルキルスルホスクシナメート、スルホトリグリ
セリド、アミド石けん、エーテルカルボン酸およびその塩、脂肪酸イセチオネート、脂肪
酸サルコシネート、脂肪酸タウリド、Ｎ－アシルアミノ酸、例えば、アシルラクチレート
、アシルタルトレート、アシルグルタメートおよびアシルアスパルテート、アルキルオリ
ゴグルコシドスルフェート、タンパク質脂肪酸縮合物（特にコムギに基づく植物生成物）
およびアルキル（エーテル）ホスフェートである。陰イオン性界面活性剤がポリグリコー
ルエーテル鎖を有する場合、それらは通常の同族体分布を有し得るが、それらは好ましく
は狭い同族体分布を有する。
【０１８８】
　使用し得る適当な陽イオン性界面活性剤は、第４級アンモニウム化合物である。好まし
くはアンモニウムハライド、特にクロリドおよびブロミド、例えばアルキルトリメチルア
ンモニウムクロリド、ジアルキルジメチルアンモニウムクロリドおよびトリアルキルメチ
ルアンモニウムクロリド、例えばセチルトリメチルアンモニウムクロリド、ステアリルト
リメチルアンモニウムクロリド、ジステアリルジメチルアンモニウムクロリド、ラウリル
ジメチルアンモニウムクロリド、ラウリルジメチルベンジルアンモニウムクロリドおよび
トリセチルメチルアンモニウムクロリドである。さらに、易生分解性第４級エステル化合
物、例えば、Stepantex（登録商標）の商品名のもと市販されているジアルキルアンモニ
ウムメトスルフェートおよびメチルヒドロキシアルキルジアルキルオキシアルキルアンモ
ニウムメトスルフェートおよびDehyquart（登録商標）シリーズの対応する製品などが、
陽イオン性界面活性剤として使用することができる。用語「エステルクォート」は、通常
、４級化脂肪酸トリエタノールアミンエステル塩を意味すると理解される。本発明によれ
ば、これらは、非常に柔軟な質感を生成物に与えることができる。それらは、有機化学の
関連方法によって製造される既知の物質である。本発明における使用に適当な他の陽イオ
ン性界面活性剤は、４級化タンパク質加水分解物である。
【０１８９】
〔ワックス成分〕
　本発明の１つの実施態様において、本発明の製剤は少なくとも１つのワックス成分を含
有する。
【０１９０】
　本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少なくとも１つ
のワックス成分を含有する化粧品および／または医薬品製剤に関する。
【０１９１】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、少なくとも１つのワックス成分を含む化粧品および／または医薬品製剤を提供する
。
【０１９２】
　本発明の組成物は、一般的には、組成物の総重量に基づいて、０～４０重量％、特に０
～２０重量％、好ましくは０．１～１５重量％、特に０．１～１０重量％の量のワックス
成分を含有する。
【０１９３】
　用語「ワックス」は、一般的に以下の特性を有する全ての天然または合成物質および物
質混合物を意味するものと理解される：それらは、固体から脆いおよび硬いまでのコンシ
ステンシーを有し、粗いから細かいまでの結晶性であり、透明から不透明であり、３０℃
より高い温度で分解せずに融解する。それらの融点をわずかに超える場合でさえも、それ
らは粘度が低く、非曳糸性であり、非常に強い温度依存性のコンシステンシーおよび溶解
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性を示す。本発明によれば、３０℃以上で融解する単独のワックス成分またはワックス成
分の混合物を使用することができる。
【０１９４】
　本発明によれば、ワックス様コンシステンシーを有する脂肪および脂肪様物質も、それ
らが所要の融点を有する限りワックスとして使用することができる。これらとしては、と
りわけ、脂肪（トリグリセリド）、モノおよびジグリセリド、天然および合成ワックス、
脂肪およびワックスアルコール、脂肪酸、脂肪アルコールと脂肪酸とのエステル、および
脂肪酸アミドまたはこれらの物質の混合物が挙げられる。
【０１９５】
　脂肪は、トリアシルグリセロール、すなわち、脂肪酸とグリセロールとのトリプルエス
テルを意味すると理解される。トリアシルグリセロールは、好ましくは飽和、非分枝状お
よび非置換脂肪酸基を含有する。また、それらは、混合エステル、すなわち、グリセロー
ルと種々の脂肪酸とのトリプルエステルでもあり得る。本発明によれば、部分水素化によ
って得られ、特にコンシステンシー調整剤として適当である硬化脂肪および油を使用する
ことができる。植物性硬化脂肪および油、例えば硬化ヒマシ油、落花生油、大豆油、菜種
油、セイヨウアブラナ油、綿実油、大豆油、ヒマワリ油、パーム油、パーム核油、亜麻仁
油、アーモンド油、コーン油、オリーブ油、ゴマ油、ココアバターおよびヤシ脂肪が好ま
しい。
【０１９６】
　適当な例としては、グリセロールとＣ１２－Ｃ１６脂肪酸（特にＣ１２－Ｃ３６脂肪酸
）とのトリプルエステルである。これらとしては、水添ヒマシ油、グリセロールとヒドロ
キシステアリン酸とのトリプルエステル（例えばCutina HRの名称のもと市販されている
）が挙げられる。グリセリルトリステアレート、グリセリルトリベヘネート（例えばSync
rowax HRC）、グリセリルトリパルミテートまたはSyncrowax HGLCの名称のもと既知のト
リグリセリド混合物も、ワックス成分または混合物の融点が３０℃以上である限り、適当
である。
【０１９７】
　本発明によれば、使用し得るワックス成分は、特に、これらの部分グリセリドのモノお
よびジグリセリドおよび混合物である。本発明に使用し得るグリセリド混合物としては、
Cognis Deutschland GmbH & Co. KGから市販されている製品Novata ABおよびNovata B（
Ｃ１２－Ｃ１８モノ、ジ－およびトリグリセリドの混合物）およびCutina MDまたはCutin
a GMS（グリセリルステアレート）が挙げられる。
【０１９８】
　ワックス成分として本発明に使用し得る脂肪アルコールとしては、Ｃ１２－Ｃ５０脂肪
アルコールが挙げられる。該脂肪アルコールは、天然脂肪、油およびワックス、例えば、
ミリスチルアルコール、１－ペンタデカノール、セチルアルコール、１－ヘプタデカノー
ル、ステアリルアルコール、１－ノナデカノール、アラキジルアルコール、１－ヘネイコ
サノール、ベヘニルアルコール、ブラシジルアルコール、リグノセリルアルコール、セリ
ルアルコールまたはミリシルアルコールなどから得ることができる。飽和非分枝状脂肪ア
ルコールが本発明に好適である。しかしながら、不飽和、分枝状または非分枝状脂肪アル
コールも、それらが所要の融点を有する限り、ワックス成分として本発明に使用すること
ができる。天然由来の脂肪および油、例えば牛脂、落花生油、セイヨウアブラナ油、綿実
油、大豆油、ヒマワリ油、パーム核油、亜麻仁油、ヒマシ油、コーン油、菜種油、ゴマ油
、ココアバターおよびヤシ油などの還元により製造されるような脂肪アルコールカットを
、本発明において使用することもできる。しかしながら、合成アルコール、例えばチーグ
ラー合成からの直鎖状偶数脂肪アルコール（アルフォール）またはオキソ合成からの部分
分枝状アルコール（ドバノール）も使用することができる。例えば、名称Lanette 18（Ｃ
１８アルコール）、Lanette 16（Ｃ１６アルコール）、Lanette 14（Ｃ１４アルコール）
、Lanette O（Ｃ１６／Ｃ１８アルコール）およびLanette 22（Ｃ１８／Ｃ２２アルコー
ル）のもとCognis Deutschland GmbHから市販されるＣ１４－Ｃ２２脂肪アルコールは、
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本発明に特に適当である。脂肪アルコールは、製剤にトリグリセリドよりも乾燥した皮膚
感覚を与えるため、トリグリセリドよりも好ましい。
【０１９９】
　使用するワックス成分は、Ｃ１４－Ｃ４０脂肪酸またはそれらの混合物であってもよい
。これらには、例えば、ミリスチン酸、ペンタデカン酸、パルミチン酸、マルガリン酸、
ステアリン酸、ノナデカン酸、アラキン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸、セロチン酸、メ
リシン酸、エルカ酸およびエレオステアリン酸および置換脂肪酸（例えば、１２－ヒドロ
キシステアリン酸など）、および脂肪酸のアミドまたはモノエタノールアミドが含まれる
。このリストは、例示であって、いかなる限定も伴わない。
【０２００】
　本発明に使用できるワックスは、例えば、天然植物ワックス、例えばキャンデリラワッ
クス、カルナバワックス、木蝋、エスパルトグラスワックス、コルクワックス、グアルマ
ワックス、コメ油ワックス、サトウキビワックス、オウリキュリーワックス、モンタンワ
ックス、ヒマワリワックス、フルーツワックス、例えばオレンジワックス、レモンワック
ス、グレープフルーツワックス、ヤマモモワックス、および動物ワックス、例えばミツロ
ウ、シェラックワックス、鯨蝋、羊毛ワックスおよび尾脂などである。本発明において、
水素化または硬化ワックスを使用することも有利であり得る。また、本発明に使用できる
天然ワックスには、鉱物ワックス、例えばセレシンおよびオゾケライトなど、または石油
化学ワックス、例えばペトロラタム、パラフィンワックスおよびマイクロワックスが含ま
れる。また使用し得るワックス成分は、化学変性ワックス、特には硬質ワックス、例えば
モンタンエステルワックス、サゾールワックスおよび水素化ホホバワックスが含まれる。
本発明に使用できる合成ワックスとしては、例えば、ワックス様ポリアルキレンワックス
およびポリエチレングリコールワックスが挙げられる。植物ワックスは、本発明に好適で
ある。
【０２０１】
　ワックス成分は、飽和および／または不飽和、分枝状および／または非分枝状アルカン
カルボン酸と、飽和および／または不飽和、分枝状および／または非分枝状アルコールと
のワックスエステルの群、芳香族カルボン酸、ジカルボン酸、トリカルボン酸およびヒド
ロキシカルボン酸（例えば１２－ヒドロキシステアリン酸）と、飽和および／または不飽
和、分枝状および／または非分枝状アルコールとのエステルの群、ならびに、長鎖ヒドロ
キシカルボン酸のラクチドの群から選択することもできる。そのようなエステルの例は、
例えば、Ｃ１６－Ｃ４０アルキルステアレート、Ｃ２０－Ｃ４０アルキルステアレート（
例えばKesterwachs K82H）、ダイマー酸のＣ２０－Ｃ４０ジアルキルエステル、Ｃ１８－
Ｃ３８アルキルヒドロキシステアロイルステアレートまたはＣ２０－Ｃ４０アルキルエル
ケートである。使用し得る他の適当なワックス成分は、Ｃ３０－Ｃ５０アルキルミツロウ
、トリステアリルシトレート、トリイソステアリルシトレート、ステアリルヘプタノエー
ト、ステアリルオクタノエート、トリラウリルシトレート、エチレングリコールジパルミ
テート、エチレングリコールジステアレート、エチレングリコールジ（１２－ヒドロキシ
ステアリン酸）、ステアリルステアレート、パルミチルステアレート、ステアリルベヘネ
ート、セチルエステル、セテアリルベヘネートおよびベヘニルベヘネートを使用すること
も可能である。脂肪酸部分グリセリド、すなわち、グリセロールと１２～１８個の炭素原
子を有する脂肪酸との工業用モノおよび／またはジエステル、例えばグリセロールモノ／
ジラウレート、－パルミテート、－ミリステートまたは－ステアレートも、本発明の目的
で使用し得る。
【０２０２】
　さらに、真珠光沢ワックスも適当なワックスである。使用し得る真珠光沢ワックス、特
に界面活性製剤中で使用し得る真珠光沢ワックスは、例えば、アルキレングリコールエス
テル、特にエチレングリコールジステアレート；脂肪酸アルカノールアミド、特にヤシ油
脂肪酸ジエタノールアミド；部分グリセリド、特にステアリン酸モノグリセリド；場合に
よりヒドロキシ置換された、多塩基性のカルボン酸と、６～２２個の炭素原子を有する脂
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肪アルコールとのエステル、特に酒石酸の長鎖エステル；脂肪物質、例えば脂肪アルコー
ル、脂肪ケトン、脂肪アルデヒド、脂肪エーテルおよび脂肪カーボネート（総炭素数が少
なくとも２４のもの）、特にラウロンおよびジステアリルエーテル；脂肪酸、例えばステ
アリン酸、ヒドロキシステアリン酸またはベヘン酸；１２～２２個の炭素原子を有するオ
レフィンエポキシドと、１２～２２個の炭素原子を有する脂肪アルコールおよび／または
２～１５個の炭素原子および２～１０個のヒドロキシ基を有するポリオールとの開環生成
物、ならびにそれらの混合物である。
【０２０３】
〔ポリマー〕
　本発明の１つの実施態様において、本発明の製剤は少なくとも１つのポリマーを含有す
る。
　本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少なくとも１つ
のポリマーを含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０２０４】
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、炭素数が１を超えて異なる、好ましく
は２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物０．１～８０重量
％と、少なくとも１つのポリマーを含む化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
【０２０５】
　本発明の組成物は、組成物の総重量に基づいて、一般的に、０～２０重量％、好ましく
は０．１～１５重量％、特に０．１～１０重量％の量のポリマーを含有する。
【０２０６】
　適当な陽イオン性ポリマーは、例えば、陽イオン性セルロース誘導体、例えば、Amerch
olからPolymer JR 400（登録商標）の名称のもと入手できる４級化ヒドロキシエチルセル
ロース、陽イオン性デンプン、ジアリルアンモニウム塩とアクリルアミドとの共重合体、
４級化ビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー、例えば、Luviquat（登録商標）
（BASF）、ポリグリコールとアミンとの縮合生成物、４級化コラーゲンポリペプチド、例
えば、ラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン（Lamequat（登録商標
）L／Gruenau）、４級化小麦ポリペプチド、ポリエチレンイミン、陽イオン性シリコーン
ポリマー、例えば、アミドメチコン、アジピン酸とジメチルアミノヒドロキシプロピルジ
エチレントリアミンとの共重合体（Cartaretine（登録商標）／Sandoz）、アクリル酸と
ジメチルジアリルアンモニウムクロリドとの共重合体（Merquat（登録商標）550／Chemvi
ron）、ポリアミノポリアミド、陽イオン性キチン誘導体、例えば、必要に応じて微結晶
性分布の４級化キトサン、ジハロアルキレン（例えばジブロモブタン）とビス－ジアルキ
ルアミン（例えばビス－ジメチルアミノ－１，３－プロパン）との縮合生成物、陽イオン
性グアーガム、例えば、CelaneseのJaguar（登録商標）CBS、Jaguar（登録商標）C-17、J
aguar（登録商標）C-16、四級化アンモニウム塩ポリマー、例えば、MiranolのMirapol（
登録商標）A-15、Mirapol（登録商標）AD-1、Mirapol（登録商標）AZ-1である。
【０２０７】
　使用し得る陰イオン性、双性イオン性、両性および非イオン性ポリマーは、例えば、酢
酸ビニル／クロトン酸共重合体、ビニルピロリドン／アクリル酸ビニル共重合体、酢酸ビ
ニル／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニル共重合体、メチルビニルエーテル／無
水マレイン酸共重合体およびそれらのエステル、非架橋ポリアクリル酸およびポリオール
架橋ポリアクリル酸、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド／アクリ
レート共重合体、オクチルアクリルアミド／メタクリル酸メチル／ｔｅｒｔ－ブチルアミ
ノエチルメタクリレート／メタクリル酸２－ヒドロキシプロピル共重合体、ポリビニルピ
ロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニル共重合体、ビニルピロリドン／ジメチルアミノ
エチルメタクリレート／ビニルカプロラクタムターポリマーおよび必要に応じて誘導体化
されたセルロースエーテルおよびシリコーンである。
【０２０８】
　同様に適当なポリマーは、多糖類、特にはキサンタンガム、グアーガム、寒天、アルギ
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ン酸塩およびチロース、ならびに、例えばAerosilグレード（親水性シリカ）、カルボキ
シメチルセルロースおよびヒドロキシエチルセルロースおよびヒドロキシプロピルセルロ
ース、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドンおよびベントナイト、例えばBenton
e（登録商標）Gel VS-5PC（Rheox）である。
【０２０９】
　例えば、下記一般式で示される４級ポリマー（INCI名ポリクオタニウム－３７）も適当
である：
【化２】

　代りに、アルキル化又はプロトン化により得られ得る他のジアルキルアミノアルキル（
メタ）アクリレートおよびそれらのアンモニウム塩、またはアルキル化またはプロトン化
により得られ得るジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリルアミドおよびそれらのアン
モニウム塩を使用することもできる。ＭＡＰＴＡＣ、ＡＰＴＡＣ、ＭＡＤＡＭＥ、ＡＤＡ
ＭＥ、ＤＭＡＥＭＡおよびＴＭＡＥＭＡＣを含むポリマーが特に好ましい。さらに、本発
明において、陰イオン性、さらに陽イオン性または非荷電性モノマーとの共重合体を使用
することもでき、特に、特定のアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレートまたはアル
キルアミノアルキル（メタ）アクリルアミドモノマーと同様に、さらに（メタ）アクリル
酸および／または２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸および／またはア
クリルアミドおよび／またはビニルピロリドンおよび／またはアルキル（メタ）アクリレ
ートを含有するものを使用し得る。一例として、INCI名ポリクオタニウム－１１、ポリク
オタニウム－１３、ポリクオタニウム－１４、ポリクオタニウム－１５、ポリクオタニウ
ム－２８、ポリクオタニウム－３２、ポリクオタニウム－４３、ポリクオタニウム－４７
のポリマーを挙げ得る。
【０２１０】
〔油体〕
　本発明の実施態様において、本発明の製剤は少なくとも１つの油体を含有する。一般的
に、本発明の製剤は、炭化水素混合物を油体として含有する。したがって、ここで、特定
の好ましい実施態様において、本発明の製剤は、「さらなる油体」とも称される本発明の
炭化水素混合物以外の油体を含有する。
【０２１１】
　本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少なくとも１つ
の（さらなる）油体を含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、かつ炭化水素が、炭素数が１を超えて
異なる、好ましくは２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物
０．１～８０重量％と、少なくとも１つの（さらなる）油体を含む化粧品および／または
医薬品製剤を提供する。
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　油体（本発明の炭化水素混合物とさらなる油体）は、一般的に、製剤の総重量に基づい
て、０．１～９０重量％、特に０．１～８０重量％、特に０．５～７０重量％、好ましく
は１～６０重量％、特に１～５０重量％、特に１～４０重量％、好ましくは５～２５重量
％、特に５～１５重量％の総量で存在する。さらなる油体は、一般的に、製剤の総重量に
基づいて０．１～４０重量％の量で存在する。
【０２１３】
　適当なさらなる油体は、例えば、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を有す
る脂肪アルコールに基づくゲルベアルコール、および他のさらなるエステル、例えば、ミ
リスチルミリステート、ミリスチルパルミテート、ミリスチルステアレート、ミリスチル
イソステアレート、ミリスチルオレエート、ミリスチルベヘネート、ミリスチルエルケー
ト、セチルミリステート、セチルパルミテート、セチルステアレート、セチルイソステア
レート、セチルオレエート、セチルベヘネート、セチルエルケート、ステアリルミリステ
ート、ステアリルパルミテート、ステアリルステアレート、ステアリルイソステアレート
、ステアリルオレエート、ステアリルベヘネート、ステアリルエルケート、イソステアリ
ルミリステート、イソステアリルパルミテート、イソステアリルステアレート、イソステ
アリルイソステアレート、イソステアリルオレエート、イソステアリルベヘネート、イソ
ステアリルオレエート、オレイルミリステート、オレイルパルミテート、オレイルステア
レート、オレイルイソステアレート、オレイルオレエート、オレイルベヘネート、オレイ
ルエルケート、ベヘニルミリステート、ベヘニルパルミテート、ベヘニルステアレート、
ベヘニルイソステアレート、ベヘニルオレエート、ベヘニルベヘネート、ベヘニルエルケ
ート、エルシルミリステート、エルシルパルミテート、エルシルステアレート、エルシル
イソステアレート、エルシルオレエート、エルシルベヘネートおよびエルシルエルケート
である。さらに適当な油体は、Ｃ１８－Ｃ３８アルキルヒドロキシカルボン酸と直鎖また
は分枝状Ｃ６－Ｃ２２脂肪アルコール（特にリンゴ酸ジオクチル）とのエステル、直鎖お
よび／または分枝状脂肪酸と多価アルコール（例えば、プロピレングリコール、二量体ジ
オールまたは三量体トリオール）とのエステル、Ｃ６－Ｃ１０脂肪酸に基づくトリグリセ
リド、Ｃ６－Ｃ１８脂肪酸に基づく液体モノ－／ジ－／トリグリセリド混合物、Ｃ６－Ｃ

２２脂肪アルコールおよび／またはゲルベアルコールと芳香族カルボン酸（特に安息香酸
）とのエステル、Ｃ２－Ｃ１２ジカルボン酸と２～１０個の炭素原子および２～６個のヒ
ドロキシ基を有するポリオールとのエステル、植物油、分枝状第１級アルコール、置換シ
クロヘキサン、直鎖および分枝状Ｃ６－Ｃ２２脂肪アルコールカーボネート、例えばジカ
プリリルカーボネート（Cetiol（登録商標）CC）、６～１８個、好ましくは８～１０個の
炭素原子を有する脂肪アルコールに基づくゲルベカーボネート、安息香酸と直鎖状および
／または分枝Ｃ６－Ｃ２２アルコールとのエステル（例えば、Finsolv（登録商標）TN）
、アルキル基に６～２２個の炭素原子を有する、直鎖または分枝状の、対称または非対称
のジアルキルエーテル、例えばジカプリリルエーテル（Cetiol（登録商標）OE）、エポキ
シ化脂肪酸エステルのポリオールおよび炭化水素またはそれらの混合物による開環生成物
である。
【０２１４】
　さらに使用しうる油体は、例えばシリコーン油である。シリコーン油は、環状および／
または直鎖状シリコーン油であってよい。シリコーン油は、ケイ素原子が鎖状および／ま
たは格子状に酸素原子を介して結合し、ケイ素の残留原子価が炭化水素基（通常メチル基
、さらにまれにエチル基、プロピル基、フェニル基等）により満たされている、高分子量
合成ポリマー化合物である。体系的に、シリコーン油はポリオルガノシロキサンと称され
る。量的にこの群の最も重要な化合物であり、下記構造式：
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【化３】

で示されるメチル置換ポリオルガノシロキサンは、ポリジメチチルシロキサンまたはジメ
チコン（INCI名）とも称される。ジメチコンには、様々な鎖長および様々な分子量のもの
がある。
【０２１５】
　本発明において有利なポリオルガノシロキサンは、例えば、Evonik GoldschmidtからAb
il 10～10000の商品名のもと市販されているジメチルポリシロキサン（ポリ（ジメチルシ
ロキサン））である。さらに、フェニルメチルポリシロキサン（INCI：フェニルジメチコ
ン、フェニルトリメチコン）、INCI名によりシクロメチコンとも称される環状シリコーン
（オクタメチルシクロテトラシロキサンまたはデカメチルシクロペンタシロキサン）、ア
ミノ変性シリコーン（INCI：アモジメチコン）およびシリコーンワックス、例えば、Evon
ik Goldschmidtｔから種々のAbilワックスグレードで市販されている、ポリシロキサンポ
リアルキレンコポリマー（INCI：ステアリルジメチコンおよびセチルジメチコン）および
ジアルコキシジメチルポリシロキサン（ステアロキシジメチコンおよびベヘノキシステア
リルジメチコン）も有利である。しかしながら、他のシリコーン油、例えば、セチルジメ
チコン、ヘキサメチルシクロトリシロキサン、ポリジメチルシロキサン、ポリ（メチルフ
ェニルシロキサン）も本発明に有利に使用し得る。本発明に特に好適なシリコーンは、ジ
メチコンおよびシクロメチコンである。
【０２１６】
　本発明の製剤は、さらに、生体活性物質、防虫剤、チロシナーゼ阻害剤、防腐剤、香油
、過脂肪剤、安定剤および／またはヒドロトロープを含有し得る。
【０２１７】
　本発明は、０．１～８０重量％の１４Ｃ同位体含有炭化水素混合物と、少なくとも１つ
の生体活性物質、防虫剤、チロシナーゼ阻害剤、防腐剤、香油、安定剤および／またはヒ
ドロトロープを含有する化粧品および／または医薬品製剤を提供する。
　本発明は、好ましくは、１４Ｃ同位体を含有し、かつ炭化水素が、炭素数が１を超えて
異なる、好ましくは２異なる少なくとも２つの異なる炭化水素を含有する炭化水素混合物
０．１～８０重量％と、少なくとも１つの生体活性物質、防虫剤、チロシナーゼ阻害剤、
防腐剤、香油、安定剤および／またはヒドロトロープを含む化粧品および／または医薬品
製剤を提供する。
【０２１８】
　生体活性物質とは、例えば、トコフェロール、トコフェロールアセテート、トコフェロ
ールパルミテート、アスコルビン酸、（デオキシ）リボ核酸およびその断片化生成物、β
－グルカン、レチノール、ビサボロール、アラントイン、フィタントリオール、パンテノ
ール、ＡＨＡ酸、アミノ酸、セラミド、擬似セラミド、精油、植物抽出物、例えばアロエ
ベラ、プルーン抽出物、バンバラナッツ抽出物およびビタミン複合体を意味すると理解さ
れる。
【０２１９】
　使用し得る防虫剤には、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｍ－トルアミド、１，２－ペンタ
ンジオールまたは３－（Ｎ－ｎ－ブチル－Ｎ－アセチルアミノ）プロピオン酸エチルエス
テル（これはInsect Repellent（登録商標）3535の名称でMerck KGaAから市販されている
）およびブチルアセチルアミノプロピオネートが含まれる。
【０２２０】
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　使用し得るチロシナーゼ阻害剤（メラニンの精製を抑制し脱色剤における使用が見出さ
れている）には、例えば、アルブチン、フェルラ酸、コウジ酸、クマリン酸およびアスコ
ルビン酸（ビタミンＣ）が含まれる。
【０２２１】
　適当な防腐剤は、例えば、フェノキシエタノール、ホルムアルデヒド溶液、パラベン、
ペンタンジオールまたはソルビン酸およびSurfacine（登録商標）の商品名のもと既知の
銀錯体である。さらに、ＷＯ０７／０４８７５７に記載されている５～８個の炭素原子を
有する１，２－アルカンジオールも、防腐剤として適当である。
【０２２２】
　適当な防腐剤は、特に、委員会指令Ａｎｎｅｘ　ＶＩ（バージョン：技術的進歩にＡｎ
ｎｅｘｅｓ　ＩＶおよびＶＩを適合させるための、化粧品に関する理事会指令７６／７６
８／ＥＥＣを改正する２００７年４月１７日の委員会指令２００７／２２／ＥＣ）により
認可された物質である。これを、ここで明らかに参照する。
【０２２３】
　香油には、天然および合成香料の混合物が含まれる。天然香料は、花、茎および葉、果
実、果皮、根、木、ハーブおよび草、針葉および枝、樹脂およびバルサムからの抽出物で
ある。また、動物性原料、例えばシベットおよびビーバー、およびエステル、エーテル、
アルデヒド、ケトン、アルコールおよび炭化水素型の合成香料化合物も通常使用し得る。
【０２２４】
　使用される安定剤は、脂肪酸の金属塩、例えばステアリン酸またはリシノール酸マグネ
シウム、アルミニウムおよび／または亜鉛であってよい。
【０２２５】
　流動性を改善するために、ヒドロトロープ、例えばエタノール、イソプロピルアルコー
ル、またはポリオールを使用することができる。ここで、使用し得るポリオールは、好ま
しくは２～１５個の炭素原子および少なくとも２個のヒドロキシ基を有する。ポリオール
は、他の官能性基、特にアミノ基を含有していてもよく、または窒素で変性されていても
よい。
【実施例】
【０２２６】
〔調製実施例１：本発明の炭化水素の調製〕
　本発明の炭化水素混合物を調製するため、はじめに、互いに別々に、トリデカンおよび
ウンデカンを特定の脂肪アルコールから調製し、その後互いに対して所望の割合で混合し
た。
【０２２７】
〔１ａ）１－テトラデカノールからのトリデカンの調製〕
　はじめに１０００ｇの１－テトラデカノール（４．７モル；CognisからのLorol（登録
商標）C14）を、１０ｇのニッケル触媒（EngelhardからのNi-5249P；Ni含有量＝６３重量
％）とともに攪拌圧力容器へ投入し、２４０℃まで加熱した。続いて、２０ｂａｒの圧力
下、１２時間にわたり散布チューブを介して水素を加え、同時に、反応ガスを容器の蓋に
あるバルブを介して放出した。その後、生成物を冷却し、放出し、濾過した。最終重量８
４５ｇの反応生成物が得られた。
【０２２８】
　ＧＣ分析は、以下の組成を示した：８９．０％トリデカン、２．１％テトラデカン、４
．１％１－テトラデカノール、４．２％二量体反応生成物。この反応生成物を蒸留により
分別し、純粋なトリデカンを得て、その後窒素により脱臭した。これにより無色の、流動
性がある低臭性生成物が得られた。
【０２２９】
〔１ｂ）１－ドデカノールからのウンデカンの調製〕
　はじめに１０００ｇの１－ドデカノール（５．４モル；CognisからのLorol（登録商標
）C12）を、１０ｇのニッケル触媒（EngelhardからのNi-5249P；Ni含有量＝６３重量％）
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とともに攪拌圧力容器へ投入し、２４０℃まで加熱した。続いて、２０ｂａｒの圧力下、
１２時間にわたり散布チューブを介して水素を加え、同時に、反応ガスを容器の蓋にある
バルブを介して放出した。その後、生成物を冷却し、放出し、濾過した。最終重量８３５
ｇの反応生成物が得られた。
【０２３０】
　ＧＣ分析は、以下の組成を示した：６８．４％ウンデカン、０．６％ドデカン、２１．
７％１－ドデカノール、７．２％二量体反応生成物。純粋なウンデカンを得るために、こ
の反応生成物を蒸留した。その後窒素により脱臭した。これにより無色の、流動性がある
低臭性生成物が得られた。
【０２３１】
　実施例１ａ）および実施例１ｂ）により得られる化合物を使用して、下記の本発明の炭
化水素混合物を調製した。
　実施例１の炭化水素混合物の組成物：７６重量％のｎ－ウンデカン、２４重量％のｎ－
トリデカン。
【０２３２】
〔調製実施例２〕
　本発明の炭化水素混合物を調製するため、調製される炭化水素混合物に対応するＣ１２
およびＣ１４脂肪アルコールを含有する脂肪アルコール混合物を、還元的脱ヒドロキシメ
チル化した。
【０２３３】
　はじめに１０００ｇのLorol（登録商標）Spezial（Cognis；脂肪アルコール分布：Ｃ１
２　７０～７５％、Ｃ１４　２４～３０％、Ｃ１６　４％未満）および１０ｇのニッケル
触媒（EngelhardからのNi-5249P；Ni含有量＝６３重量％）をオートクレーブに投入した
。該反応器を閉じ、真空にした。その後、反応混合物を、減圧下で攪拌しながら３０分間
、約８０℃まで加熱した。その後、反応器を水素により約８０ｂａｒの状態にし、続けて
２５０℃まで加熱した。圧力が一定のままで、大部分の脂肪アルコールが所望の炭化水素
に変換された時、反応は完了する。窒素による減圧および放出後、生成物を蒸留により精
製した。無色の液体として精製された生成物が得られた。
　調製実施例２により得られる炭化水素混合物は、下記の組成を有する（ＧＣ分析）。
【０２３４】
【表１】

【０２３５】
　直鎖状Ｃ１１炭化水素の直鎖状Ｃ１３炭化水素に対する重量比は、２．５７である。Ｃ
１２炭化水素のＣ１４炭化水素に対する重量比は、同じく２．５７である。
【０２３６】
〔調製実施例３〕
　本発明の炭化水素混合物を調製するため、調製される炭化水素混合物に対応するＣ１２
、Ｃ１４、Ｃ１６およびＣ１８脂肪アルコールを含有する脂肪アルコール混合物を、還元
的脱ヒドロキシメチル化した：はじめに、１０００ｇのLorol（登録商標）Technisch（Co
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gnis；Ｃ１２、Ｃ１４、Ｃ１６およびＣ１８脂肪アルコールの脂肪アルコール混合物）お
よび１０ｇのニッケル触媒（EngelhardからのNi-5249P；Ni含有量＝６３重量％）をオー
トクレーブに投入した。該反応器を閉じ、真空にした。その後、反応混合物を、減圧下で
攪拌しながら３０分間、約８０℃まで加熱した。その後、反応器を水素により約８０ｂａ
ｒの状態にし、続けて２５０℃まで加熱した。圧力が一定のままで、大部分の脂肪アルコ
ールが所望の炭化水素に変換された時、反応は完了する。窒素による減圧および放出後、
生成物を蒸留により精製した。無色の液体として精製された生成物が得られた。
【０２３７】
　調製実施例３により得られる炭化水素混合物は、以下の組成を有する（ＧＣ分析）：Ｃ
１１炭化水素　５５％、Ｃ１３炭化水素　２０％、Ｃ１５炭化水素　１０％、Ｃ１７炭化
水素　１５％。
【０２３８】
〔調製実施例４Ａ～Ｃ〕
　本発明の炭化水素混合物を調製するため、調製される炭化水素混合物に対応するＣ１６
およびＣ１８脂肪アルコールを含有する脂肪アルコール混合物を、脱ヒドロキシメチル化
した：はじめに、１０００ｇのStenol（登録商標）16 65（Cognis；Ｃ１６およびＣ１８
脂肪アルコールの脂肪アルコール混合物）および１０ｇのニッケル触媒（Engelhardから
のNi-5249P；Ni含有量＝６３重量％）をオートクレーブに投入した。該反応器を閉じ、真
空にした。その後、反応混合物を、減圧下で攪拌しながら３０分間、約８０℃まで加熱し
た。その後、反応器を水素により約８０ｂａｒの状態にし、続けて２５０℃まで加熱した
。圧力が一定のままで、大部分の脂肪アルコールが所望の炭化水素に変換された時、反応
は完了する。窒素による減圧および放出後、生成物を蒸留により精製した。無色の液体と
して精製された生成物が得られた。
【０２３９】
　調製実施例４Ａにより得られる炭化水素混合物は、以下の組成を有する（ＧＣ分析）：
Ｃ１５炭化水素　６５％、Ｃ１７炭化水素　３５％。
【０２４０】
　１０００ｇのSrenol（登録商標）16-18（Cognis；Ｃ１６およびＣ１８脂肪アルコール
の脂肪アルコール混合物）（＝調製実施例４Ｂ）、ならびに１０００ｇのHydrenol（登録
商標）D（Cognis；Ｃ１６およびＣ１８脂肪アルコールの脂肪アルコール混合物）（＝調
製実施例４Ｃ）を、同様の方法で変換した。
【０２４１】
　調製実施例４Ｂにより得られる炭化水素混合物は、以下の組成を有する（ＧＣ分析）：
Ｃ１５炭化水素　５０％、Ｃ１７炭化水素　５０％。
　調製実施例４Ｃにより得られる炭化水素混合物は、以下の組成を有する（ＧＣ分析）：
Ｃ１５炭化水素　３０％、Ｃ１７炭化水素　７０％。
【０２４２】
〔調製実施例５Ａ～Ｃ〕
　本発明の炭化水素混合物を調製するため、調製される炭化水素混合物に対応するＣ１８
、Ｃ２０およびＣ２２脂肪アルコールを含有する脂肪アルコール混合物を、脱ヒドロキシ
メチル化した：はじめに、１０００ｇのStenol（登録商標）1822-45（Cognis；Ｃ１８、
Ｃ２０およびＣ２２脂肪アルコールの脂肪アルコール混合物）および１０ｇのニッケル触
媒（EngelhardからのNi-5249P；Ni含有量＝６３重量％）をオートクレーブに投入した。
該反応器を閉じ、真空にした。その後、反応混合物を、減圧下で攪拌しながら３０分間、
約８０℃まで加熱した。その後、反応器を水素により約８０ｂａｒの状態にし、続けて２
５０℃まで加熱した。圧力が一定のままで、大部分の脂肪アルコールが所望の炭化水素に
変換された時、反応は完了する。窒素による減圧および放出後、生成物を蒸留により精製
した。無色の液体として精製された生成物が得られた。
【０２４３】
　調製実施例５Ａにより得られる炭化水素混合物は、以下の組成を有する（ＧＣ分析）：
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Ｃ１７炭化水素　４５％、Ｃ１９炭化水素　１０％、Ｃ２１炭化水素　４５％。
【０２４４】
　１０００ｇのStenol（登録商標）AT（Cognis；Ｃ１８、Ｃ２０およびＣ２２脂肪アルコ
ールの脂肪アルコール混合物）（＝調製実施例５Ｂ）、ならびに１０００ｇのStenol（登
録商標）1822-70（Cognis；Ｃ１８、Ｃ２０およびＣ２２脂肪アルコールの脂肪アルコー
ル混合物）（＝調製実施例５Ｃ）を、同様の方法で変換した。
【０２４５】
　調製実施例５Ｂにより得られる炭化水素混合物は、以下の組成を有する（ＧＣ分析）：
Ｃ１７炭化水素　４０％、Ｃ１９炭化水素　１２％、Ｃ２１炭化水素　４８％。
　調製実施例５Ｃにより得られる炭化水素混合物は、以下の組成を有する（ＧＣ分析）：
Ｃ１７炭化水素　１０％、Ｃ１９炭化水素　１５％、Ｃ２１炭化水素　７５％。
【０２４６】
〔使用実施例１〕
　調製実施例２により得られたｎ－ウンデカンおよびｎ－トリデカンを、下記の脱臭ステ
ィック製剤に使用し、得られた製剤の硬度を試験した（全て重量％で表す）。
【０２４７】
【表２】

【０２４８】
　硬度（押し込み深度）は、Deutsche Einheitsmethoden zur Untersuchung von Fetten,
 Fettprodukten, Tensiden und verwandten Stoffen（脂肪、脂肪生成物、界面活性剤お
よび関連する物質を分析するための独国の標準方法）、Bestimmung der Haerte von Wach
sen（ワックス硬度の測定）、Nadel-Penetration（侵入針）M-III 9b (98)に従って測定
した。
【０２４９】
〔使用実施例２〕
　下記の処方にしたがって作製されたクリームは、５人の感覚的に熟練した被験者の一団
により試験され、感覚的に「軽い」として評価された。
【０２５０】
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【０２５１】
　製造：相Iの成分を８０～８５℃で溶解し、均一になるよう攪拌した。相IIの成分を、
８０～８５℃まで加熱し、攪拌しながらゆっくりと相Iへ加えた。混合物をこの温度で５
分以上攪拌した。その後、該エマルションを攪拌しながら冷却し、６５～５５℃で均質化
（ホモジナイズ）した。エマルションが均質になったらすぐに、さらに攪拌しながら３０
℃まで冷却した。その後、相III成分を加え、混合物を再度攪拌した。
【０２５２】
〔処方例〕
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【表４】

【０２５３】
　製造：相Iを８５℃で溶解し、相IIを加え８０℃の温度を保った。相IIIを、モールド（
５０ｃｔｓジメチコンを塗り４０℃に予備加熱した）に投入する直前に加えた。原料をモ
ールドに投入し、４０℃まで冷却した。該モールドを冷凍庫で０℃近くまで冷却した。
【０２５４】

【表５】

【０２５５】
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　全ての成分を８０℃まで加熱し、均質化（ホモジナイズ）することにより製造した。
【０２５６】
【表６】

【０２５７】
　製造は、相Iと水を、室温で、攪拌しながら混合することにより行われた。その後、相I
Iを加え、上記混合物が均質化され膨張するまで攪拌した。その後、相IVを加え、次いで
相Vを加え、その後ｐＨを調整した。
【０２５８】
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【表７】

【０２５９】
　このクリームは、相Iを８０℃まで加熱し、同じく相IIを８０℃まで加熱し、攪拌しな
がら相Iへ相IIを加えることにより製造した。この混合物を攪拌しながら冷却し、適当な
分散設備（例えば、Ultra Turrax）を用いて約５５℃で均質化（ホモジナイズ）した。そ
の後相IIIを、攪拌し続けながら加え、相IVを加えて、ｐＨを調整した。
【０２６０】
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【表８】

【０２６１】
　はじめの７成分を８５℃にて溶解した。硫酸マグネシウムおよびグリセロールを水に溶
解し、この混合物を８５℃に加熱した。この水相を油相に加え、分散した。攪拌しながら
、混合物を４０℃まで冷却し、その後、ベンジルアルコールおよびＨｙｄａｇｅｎ　Ｂを
混合し、エマルションへ加えた。さらに攪拌しながら、混合物を３０℃以下まで冷却し、
均質化した。
【０２６２】
【表９】
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